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は　・じ∴・め　　に

岐阜県内の民有広葉樹林は、320千ha(③であるが、.一郎を除いて大径良質な原生林が少なく、伐

採利用され比後成林し・た比較的若い二次林が多い付の。・集落に近い地域では、主に薪炭材生産のため

伐採が繰り返されてきた。奥地林では、昔は木地生産等のために良質大径木の抜き伐りが行われてき

たが、近年は良質大径木杯分の皆伐が進んでいる。

昭和30年代から急速に伸展した拡大造林は、造林適地を減少させるにともない、良質な広葉樹資

源の澗渇を招くようになってきた。近年になって、広葉樹材の利用者、森林所有者から良質な広葉樹

材生産について関心が高ま.ってきた。ところが、比較的若い二次林を多く含む県内の広築樹林につい

て、樹種の分布、生長壁等の実態、さらに、現実林分を踏まえた良質広葉機材生産施薬については、

まだ不明な点が多い。

このため、広築樹林の施薬技術について基礎的な知識を得る・ため言帥こ飛騨川、木曽川森林計画区

で広築樹林の解析を実施した(1213)。今回は、揖斐川、宮庄川森林計画区について実施したo

解析は、廟口58、59年度に県林業振興課(昭和58年度、経営普及課)で実施した広葉樹賦存

状況調査資料で行った。資料の提供について、快く引き受けてい●牢だいた林業振興課資源認査係に深

く謝意を嚢する。

工　朗査方法及び調査資料の解析方法

賦存状況調査は、民有林の広葉樹林と針広混交林を対象として実施された。調査林分は、富庄川森

林誹配雰290林分、揖斐川森林計画区260林分である。調査箇所数は、まず森林計画区ごとに、令

級階別輔勘こ応じて省令級階、に配分した。つぎに、●無作為抽出により調査杯小班が決定された。調査

区は、林小斑のほぼ中央に設定した。調査区の大きさは、表-1に示すように調査林分の胸高喧径に

より変えた。
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林分の測定は、樹種別に毎木調査した。毎本調査は、

2鋤摺約で4鋤以上について行った。樹種iごとに、喧径

階別に樹高を測定し、穂高曲線から1m括約で樹高を求

めた。ただし、各プロットで胸高恒径の大きな立木は、

林分材積に大きな影響があるためそれぞれ樹高を測定し

た。幹材積は、立木幹材積表(15)から求めた。林令は、

調査区内又は付近の立木を伐倒して推定した。枝下高は、

上層木の平均的なものである。

表-1　調査区の大きさ

フロッ’卜門の 冤ｨ�������

最大胸高随径 

4一-16〔m ����(�����

・18-34 ����B�

3　6~ ������

立地環境因子として、土壌型、標高、’傾斜、斜面方位、斜面形、斜面位置について調べた。

調査資料の解析は、広葉樹材積が林分材横の75%以上で、樹種別の材欝で針葉樹が最多にならな

い林分とした。揖斐川森林計画区244林分、宮庄川森林計画区・248林分について解析を行った。

針葉樹が混交する場合には、針葉樹を含めて解析を行った。

Ⅱ　揖　斐　川　森　林　計　画　区

1　地　域　の　概　況

揖斐川森林計画区は、図-1に示すとお暇阜県西南部に位罷している。北部は、越美山系で福井

県と擬し、西部は、伊吹山系、鈴蕗山系で滋賀県と境し、南部は、襲老山系で三重県と境し、東部は、

左門岳から雨下する山嶺で長良I膝林計画区と境する。河川は全て揖斐月曜流れ南方の伊勢湾に注い

でいる。森林面積色8)

は138千haであ・るこ

民有林は122千haで、

民有林の広葉樹林が78

千haである。地形は、

比較的急峻で谷幅が狭

い。標高は、最高が龍

郷白山1617772で、

ほぼ定高性の1000

ー1300mの山嶺が

連なる。最低は濃尾平

野部である。

地質・(1工)は、大部

分が美濃荷車、古生層

で占め、花嵐署類、面

谷流紋岩類、第三紀層

等が小面積分布してい

る。

土壌(4)は、北部、

西部の山地帯ではも、

BD(d)型土壌の分布

が多く、餐老山系では

も(d)型土壌が多い。

福井県

伊吹山
ヽ

し、○多治見市

ヽ¥/-ヽ

・-/　　　ヽ

調査区域
:’●∵∴:?

能郷自L!

図-1　調査地域(輯斐川)
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年降水量(4)は、・南部で約2000柳初、北部山岳地域では約.3000脇以上と多い。最深積雪深佐)

は、北部、西部の山岳地域では1.5m以上である。

2　　結　果　と　考　察

2.1　立地環境と樹種の分布

調査林分の立地環境を表一2に示した。

土壌は、B。型土壌が48%と約半分を占め、B。.(d)型土壌が37%と次いで多く、両者で85

%と大部分を占める。標高は、400-600,nが33%と最も多く、200-400mが29%、

600-800mが19%で、200-800mで81%占める。標高200m未満の地域は、揖斐

川森林計画区の中の面積は多いが、この標高ではヤセ地が多くマツ林が多いことと、肥沃なところで

はスギ、ヒノ羊の人工造林地となっているため、広築樹林の分布は少ないとみられる。斜面方位は、

4方向とも21-28%でほぼ同じ比率である。平坦地は1%と少ない。斜面位置は、山腹が56%

で最も多く、尾根30%と多い。谷は14%で少ない。斜面形は、平衡斜面3.9%と最も多く、上昇

斜面31グム下降斜面21%である。傾斜角は、30へ400が47%と約半数で、40o以上21

%、20-30p19%と比較的急傾斜地が多い。最深積雪潔は、1.Om未満が43%と最も多いが

1.Om以上の合計が57%あり多雪地域も多い。

調査区ごとの材頼最多樹種について、土壌型別出現率を表-3に示した。

有用広葉樹の樹種は、・広葉樹賦布状現調査事業で決められたものである。樹種の中で、ブナ類は、

表「2　　調査林分の立地環境(揖斐川)
%

土　壌　型 �$R�BD 俯"���BB �+ｸ,ﾉ�ﾂ�

8 鼎��37 途��5 

標　　　　　高 �#��ﾙj)i��-40　0 �｢ﾓh�������へこ8　0　0 塔���決�2�

9 �(����33 ����10 

斜　面　方・位 冉ｲ�東 ��ﾂ�南 兌ﾙ%)&��
21 �(����23 �#r�1 

斜　面　位　置 儖h����ﾚ｢�山　　腹 �$｢� ��

3　0 鉄b�14 �� 

斜　　面　　形 �ｨ����ﾗ��平　　衡 ��8����福�その他 ��

21 �8����31 湯� 

傾　　斜　　角 ����j)i��-200 ��Rﾓ3���一-40.0 鼎��決�2�

6 途�19 滴��r�21 

最深横雪深 ��蓼6ﾘ4��駛)i��-1.5 �｢ﾓ"絣�2.5〃2以上 ��

4　3 ��B�3　0 ��2� 
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ブナ、イヌブナで、大部分がブナである。’ヵェデ類は、ウルヽダカエデが約半分を占め、イタヤカエ

デが比較的多く、その他は少ない。サクラ類は、ヤマサクラ、ウワミズサクラで大部分を占め、ほぼ

半分ずつを占める。カシ類は、大部分がアラカシである。カンパ類は、全てミズメである。シデ類は、

アカシデ、クマシデが大部分を占め、アカシデがより多くを占める。

有用広葉樹のどれかが最多材積となる調査区は、解析した金調査区でみると、75%であった。土

壌型別にみても75へ80%を占め、賦存状況調査の欝積割合68.9%よりも多い。

樹海別にみると、全体の出現率ではコナラが32%と最も多く、ブナ類、ミズナラ、カエデ類、シ

デ類が7%である。さらに、土壌型別でみると、B。型土壌では、コナラ28%と最も多く、カエデ

類が7%であ・る。B。館)型土壌でばコナラ・38%と最も多く、ミズナラ10%、シデ類9%である。

跳　型土壌では、コナラ40%●と最も多く、ブナ類13%である。コナラは、各土壌型で最も多い樹

表-8　　土壌埋別の材積最多樹種の出現率(拇斐川)

.衰 樹　●穣 剌o　　　　現,　率　　　※※ 劔賦存状況 ’調査による 蓄積割合 

駐,’ ����ﾘ��*ﾖB��“郎 ��i�8�����ﾂ�

有 �5(��6���8��28(40)- �3ｃCh�ﾂ��4’0’(62) �3"イ2��23.2 

ブナ類 澱�2��6(12) ��2�#���7(13) 唐�7��

ミズナラ 澱�b��10’(16) �5���*縒��7(1・5) 途�2�

宙 �4ｨ4x6i}��7(14) 澱ヲ��b�0(14) 途����"��6.8 
サクラ類 澱��R��4(9) 途ビ��5(11) 釘紕�

広 �5���8H��4ﾒ�6(10) 鳴ィ��0(0) 釘ビ��3.5 
カ　シ類 澱ヲ��2(5) ������4(7) ��Sゅ2�

葉 �4�����8｢�1(4) 釘��B��0(7) �(��ﾒビ��2.7 

ミ　ズ　キ �2コ��2(3) 途ビ��∴2　∴(4) ��纈�

樹 �6x6�6ﾘ4ﾂ�,4(8) ������0(0) �"ィ��1.7 
カンパ類 �&茶R��0(1) ������1(3) ��綯�

その他 �2ィ��2(8) 俣bッ��2(6) 釘紕�

合　　計 ��cs�����ﾒ�75　　- 塔�������75　　- 田ゅ��

非 �5h��6i}��b�5(13) 湯��鋳�0(0) 途��B��ー 

有 �7ﾘ985H4��3(7) 途��"��0(0) 釘ヲ��- 

用 �8ｨ8x4X7R�7(9) 鳴ッ��0(14) 釘モ��ー 

広 �5ﾈ��8���52�0(1) �"ビ��7(21) ���"ッ��- 

欒 樹 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�7(i27) 澱�#鋳�13(35) 唐�3���- 

合　　計 ��H��#(��ﾒ�;25　　- ��s#�����ﾒ�25　　- �3�貭�

※　有用広築樹と非有用広葉樹の区分は賦存状況調査肇業による。

※※()蓮さは、各調査区にふ、て材積最多又は2番目であるものの割合を示す。

-i4　-



種で、乾性土壌で出現率がより多い。各調査区で2番目の材横も含めると、全体で43%と約半分の

調査区を占める。その他に乾性土壌に多い傾向の樹種は、ブナ類、ミズキ、ソヨゴである。ミズキは
一般に谷に多いと考えられ、乾性土壌に多い理由は不明である。適潤性土壌に多い樹寵は、ケヤキ∴

カシ類、トチノキ、カンパ類である。

賦存状況調査による蓄積都合と相接壌多樹種の出現率とを比較すると、コナラ、サクラ類、ケヤキ、

カシ類、トチノ羊は、後者が多い。サクラ類、ケヤギ、カシ類、トチノキは、特定の調査区に集中す

る傾向が強い。このことは、これらの樹種が蓄積割合が少ないため、分散して分布していれば材積最

多樹稲とはなりにくいと考えられるためである。

穣宵別にみた材藤娘多樹鶴の出現率を嚢-4に示した。

有脚玉葉樹は、各標南隣で72-82%の出現率である。樹種別に出現率をみると、200m未満

では、コナラ41%と最も多く、サクラ類、シデ類14%、クリ9%である。200-400mでは、

コナラ46%と最も多く、サクラ頼9%、カシ頒7%である。400-6007?了では、コナラ30%と最

も多く、ミズナラ10%、カエデ類8%、シデ類8%、ケヤキ6%である。600へ800海では、コナ

嚢-4　　標高別の材横最多樹種の出現率(揖斐川)
%

出　　　　　　現　　　　　　率

樹　種

-　コ　ナ　ラ 

音　ブ　ナ　類 

’ミズナ　ラ 

音　カエデ類 

lサクラ類 

ケ　ヤ　ギ 

カ　シ　類 

iク　　リ 

ミ　ズ　キ 

トチノ　キ 

カンパ類 

そ　の　他 

200?77未満 �｢ﾓC���"�一-6007n 窒ﾓ���u��

・41(59)● 鼎b��Sfﾈ�b��30(40) �#B�#ｒ�

0(io)・ ������3(8) ��2�#ｒ�

0(5) �������16(14) 途�#2��

5(5) ��ビ��8(i9) ��b�#R��

音　14(19)・ 湯���SR��1(10) �"ッ��R�

5(・5) ���ｃX�ｒ�6・(9) �"ィ����

0(5.) 音 途��B��5(8) ������
音 音　9(9) 釘モ��0(6) ���"��

0(0) 僖窿���軍(6) 釘�����

0(0) �2ィ��4(7) ������

.0(0) ������0(3) ���"��

8(30) 釘�����2(3) 釘ゅr��

800m以上

13(22)

35(44)

22(35)

4(21)

0(4)

0(0)

0(0)

0(

0(

0(

0(

0(

合　　計 塔(����ﾒ�77　　- 都H����ﾒ�72　　- 

シ　デ　類 ��Bィ��3(7) 唐��ｒ�13(17) 

マンサク ��コ��4(8) ��ッ��9(18) 

リ　ョ　ウ　ブ ��コ��8(7) 迭モ��0(7) 

ソ　ヨ　ゴ ������3(7) �2ビ��0(7) 

そ　の　他 釘�3鋳�10(34) 湯�3ｒ�6(20) 

…合　　計 �������ﾒ�23　÷ �#h����ﾒ�28　　- 
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ラ24%と最も多く、カエデ類16%、ブナ類、シデ類13%、マンサク9%である。800〃2以上

では、ブナ類35%と最も多く、ミズナラ22%、コナラ13%、マンサク、リョウブ9%である。

コナラは、400nク未満で40%以上と多いが、標高の上昇とともに出現率が減少する傾向がある。

サクラ類も、400m未満で多く出現する。冷温帯性落葉樹ま、一定の標高階以上で多くなり、ブナ

類は600"1以上、ミズナラは400那以上、トチノキは200へ8007nで出現率の多い傾向があ

・る。暖温帯性常緑樹であるカシ類は、600nタ未満で多く出現する。常緑樹のソヨゴは、800,n未

満で出現する。

斜面方位別にみた材積最多樹種の出現率を衰-5に示した。

有用広繋樹ま、西向き63%カ滴向き84うはり20%低い。常緑樹のカシ類は、より暖かい方位

である西、南向きで多い傾向がある・。ミズキは、より寒い方位である東、北向きに多い傾向がある。

その他の樹種では、斜面方位による差は明らかでない。

斜面位躍、斜面形別の材横最多樹種の出現率を表-6に示した。

斜面位寵でみる・と、有用広葉樹は、どの斜面位置でも7’5へ78%で蓮は認められない。樹種別に

みると斜面位置により

出現率が異なっている。

尾根では、コナラ43

%と最も多く、次いで

ミズナラ1.1%、シデ

類7%、ブナ類、マン

サク6%である。.山腹

では、コナラ32%と

巌も多ぐ、サクラ類、

シデ類8%、カエデ類

7%である。山脚では、

コナラ・19%、加工デ

類1.3・%、ブナ類、ミ

ズナラ10%・と、特に

出現率が高い樹種はな

かった。

山腹、山脚で多い傾

向の樹種は、カエデ類、

サクラ類、ケヤキであ

る。尾根、山腹に多い

傾向の樹種は、コナラ、

カシ類、ソヨゴである。

その他の樹種では、斜

面位置による差は明ら

かでない。

表-5　斜面方位別の材積最多樹種の出現率(揖斐川)

樹∴∴∴軽 剌o　　　　現　　　　率 

北・ ��h�R�西 �>ﾂ�

有 用 広 葉 樹 �5(��6���8��i2.6(.34) �3RイR停�30(45) �3宙�SC鋳�

ブナ類 釘モ��6.(9) 途��ﾃ���9(21) 

ミズナラ �����ｒ�7(17)・ 迭��"��6(13) 

カエデ類 澱��"��10(19) 迭��ビ��4(8) 

サクラ類 唐��h�R��4(1b) ��コ��7(13) 

ケヤ　ギ ������4(5) �"ッ��6(10) 

カ　シ’類 ��*���"��1(2) 途��B��6(9) 

’ク　　リ �"��cｒ�l(5)● �"ッ��1(5) 

ミ　ズキ 處�����4(7) ������0(0) 

トチノキ ���(*B�3(官) 釘��cB��1(3) 

カンパ類 釘�����0(1) ������1(●3) 

その他 釘ビ��4(16) ��ッ��4(7) 

合　　計 都�����爾�79　　- 田8����ﾒ�84　- 

非 �5h6�}��6(8) 澱��"��12(25) 釘�����

有 �7ﾘ985H4��6(12) ��ッ��11(15) ��コ��

用 �8ｨ8x4X7b�2(4) 澱��c����5(7) ��モ��

広 �5ﾈ��8���52�・2(4) ��ィ��∴2(4) �2�����

葉 樹 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�1丘(45) 湯�#b��7(33) 途�#R��

合　　計 �3�����ﾒ�21　　- �3x����ﾒ�16　　- 
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斜面形でみると、有用広葉樹は69-79%の出現率である。樹種別にみると、下降斜面では、コ

ナラ29%と撥も多く、カエデ類10%、ミズナラ、サクラ類8%である。平衡斜面では、コナラ35

%と最も多く、ブナ類10%、ミズナラ8%、リョウブ7%である。上昇斜面では、コナラ32%が

最も多く、次いでシデ類10%が多い。

ケヤキは、平衡、上昇斜面で多い傾向がある。ミズキは、下降斜面に多い傾向がある。その他の樹

種では、・斜面形による差は明らかでないも

傾斜別の材積最多樹種の出現率を表-7に示した。

有用広葉樹の出現率は、74へ85%で傾斜による叢は認められない。樹種別にみると、200未満

では、コナラ5・8幼と非勘こ多く、次いでミズナラ10%、シデ類6%が多い。20へ40oでは、コ

ナラ30%で最も多く、次いでブナ類、カエデ類、シデ類8%が多い。400以上では、コナラ27

%と最も多く、次いでミズナラ9%、サクラ類、マンサク8%が多い。

表一6　　斜面位置、斜面形別の材横長多櫛種の出現率(揖斐川)

%

’樹.　種 剏ｾ出・　　　　　　現　　　　　　　　率 

斜　面　位　置 劍�����lｨ�Xﾆ����

尾　根 伜(��Z��R�山　脚 �ｨ��ﾗ��平　衡 ��8��福�

有 用 広 栄 樹 �5(��6���8��43(47’) �3"イb��19(36) �#窒�3R��∴35.(48) �3"窿CR��

ブナ類 ��Sb���Sx�b��・6(11)・ 湯ヲ��4(6) ����#���6(11) 

●iミズナラ’: ��S���#"��5・(12) 津茶�鋳�8(.18) 唐��b鳴�4、(13) 

iカエデ類● ��cB�8c��b��・7(12) �2�#���10(・12) 俣2�2��6(15)’ 

サクラ類’ ���"��∴8(17) ��ﾃ2ッ��8(10) ��X�S8�R�����6(15) 

ケヤ　ギ’● ���8�ｒ�5(8) 澱��cb��0(2) 店�bモ��4(6) 

カ　シ類 ��ッ��6(9) ������2(6) 鳴コ陳�6(’8) 

ク　　リ �2�����1(5) �2ッ��4(’4) 鳴コ��0(7) 

ミ　ズキ �2ッ��2(2) �2�����6(12) ������・2(一3) 

トチノキ �2�2��1(3:) 澱ヲ��2(4) �2��SB��b�1∴(∴3) 

カンパ類 鳴�"��1(3) �2ッ竰�0(2’)i ������2(4) 

その他 偵�づB��il(9) 釘モ��6(14) ����c2��b�3(●8) 

合　計 都X����ﾒ�75　　- 都�����ﾒ�79　　- 田�����ﾒ�72　　- 

非 �5h6i}��7(13)・ 唐��r��3(3) 釘��"��6(17) �����b��

有 �7ﾘ985H4罎�6(14) 釘ビ��3(10) �"モ��6(12) 塗�R�����

.用 �8ｨ8x4X7b�3(6) 釘ヲ��6(.6) 澱モ��7(11) ��ッ��

広 �5ﾈ��8���56��4(14) 鳴モ��0(0) �"��c"��4(8) ��ッ��

薬 樹 �+ｸ,ﾉ�ﾂ粐�5(21) ��Sｃ#r��10(46) 途イR��’8(28) ����#2��

合・計 �#X����ﾒ�25　　- �#(�����R�21 �6ﾆ�?��28　　- 
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緩傾斜地で多く出現する樹軽は、コナラ、ソヨゴである。急斜地で多・く出現する樹種は、サクラ類、

トチノキ、カンパ類、マンサクである。ブナ類、サクラ類は、20-400で多く出現する。

最深積雪深別の相接最多樹種の出現率を蓑-8に示した。

有用広葉樹の出現率は、最深積雪深1.0711未満で65%と低く、l.5へ2.5n乙で85%と高い。こ

のように最深積雪潔が深い地域で有用広築樹の出現が高くなる傾向がある。樹離別にみると、1.0?n

未満では、コナラ34%と投も多く、次いで、シデ類11%、サクラ類7%、ケヤキ5%が多い。

1.0へ1.5桝では、コナラ40%と鼓も多く、ミズナラ9%、サクラ類、ケヤギ、カシ類、クリ、シ

デ類、マンサク6%である。1.5-2.5mでは、コナラ38%と最も多く、カエデ類11%、ミズナ

ラ10%、トチノキ7%である。2.5m以上では　ブナ類87%と最も多く、ミズナラ17%、カエ

デ類13%、シデ類l・0%である。2,5・′n以上で最多出現率の樹種はコナラからブナ類にかわってい

る。

最深横雪潔の差薬により出現率に傾向の認められる樹髄は、2.5m以上で多いブナ頬、1.5m以上

で多くなるカエデ類、1・Om以上で多くなるミズナラ、2.5m未満で多くなるコナラ、カシ類、ユ,5

m未満で多くなるサクラ類、l.0〃?

?n未満で多いソヨゴがある。

2.2　樹種分布による地域区分

調査区ごとに最多相接である樹

種の出現翠から、図-2に示すと

おり揖斐情緒林計画区を4地域に

区分でざる。

4地域は、揖斐川南郊、上石津、

揖斐川北都、徳山である。揖斐川

南部は、大塊市、不破郡垂井町、

関ケ原町、餐老郎南濃町、襲名町、

揖斐郡拇斐川町、谷汲村、大野町、

池田町、衣裳郡本巣町、糸賀町の

区域である。上石津は、養老郡上

石津町の区域である。輯斐川北部

は、揖斐郁番郎寸、久瀬村、藤橋

村、坂内村、本巣郡接尾村の区域

である。徳山は、揖斐郷徳山村の

区域である。

4地域の相接最多樹撥の分布を

表-9に:ホした。

耀斐川商都の西嶺最多樹種の出

現率は、コナラ53幼、サクラ類

9%、シデ頒6%、カシ類、リョ

ウプ4%である。この地域は、コ

ナラの出現率が約半分を占める。

これは、揖斐川南部で、標高の比

較的低く、最深機雷深1.Om未満

の区域が大部分で、温暖であるこ

とに起因すると考える。

表-7　傾斜角別の材積最多樹種の出現率(揖斐川)

%

樹　　　彊 剌o　　現　　率 

2肝未満 ��X璽C���400以上 

有 用 広 葉 樹 �5(��6���8��8(68) �3�イ"��27(38) 

ブナ類 ������R�・8(15) 澱��2��

ミズナラ ����b��R�6　音で14) 湯��ｒ�

カエデ類 �2ヲ��8(14) 澱モ��

サクラ類 �������5(10) 唐��b��

ケ　ヤ　ギ �2�2��3(4) 澱��B��

カ　シ類 ��ッ��5(9)∴ ���(�ｃ"��

ク　　リ �2��2��3(6) ��モ��

ミ　ズキ ������/ 4∴(5) ��ッ��

トチノキ ������0(2) 湯�����

カンパ類 ������1(3), �"ッ��

そ　の他 釘��B��1(∴5) ������

合　　計 塔���ﾒ�74　　- 都X����ﾒ�

非 �5h6i}��6(12) ��ﾃｃ�R��6(14) 

有 �7ﾘ985H4��0(6)「 釘�����8(10) 

用 �8ｨ8x4X7R�3(6)・ 釘�����2(2) 

広 �5ﾈ��8���52�3(19) �(���ﾓR��0(2) 

繋 樹 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�7(18) 唐�3���9(32) 

合...計 �������ﾒ�26‥- 偵#X����ﾒ�
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上石津の材横最多樹種の出現率は、コナラ、カシ類16%、カエデ類、ソヨゴ、サクラ類12%で

ある。この地域は、コナラの出現率が低く、カシ類の出現率が商い。これは、上石津町が温暖な地域

であること、広築樹林の広い産弼葦を占める晴山地区では薪炭林施薬として択伐が実施され、耐陰性の

強いカシ類の佳奇が優ってくるためと考えられる。

揖斐川北部の材磁最多濁種の出現率は、コナラ37%、ミズナラ8%、シデ類、マンサク、カエデ

類7物である。この地域は、コナラの出現率は、揖斐川森林計画区の平均値に近いが、常緑樹の出現

率が少なく、冷温鞠仕終襲樹のミズナラが比較的多い。これは、急峻な山地で、最深積雪深が1.O刀2

以上が大部分を占める比較的気温の低い区域であるためと考える。

徳山の材横鼓多樹種の出現率は、ブナ頚28%、ミズナラ、カエデ類13%、コナラ11%、シデ

類9%であるpこの麺域は言軍も都路襲樹の代案であるブナ類、ミズナラが出現率で1、2番目と

多くを占める。これは、揖斐川駿上流域に位隠し、全区域が最深積雪深1.5〃2以上、約半分の区域が

2.5m以上と襲撃で寒冷な地域であるためと考える。

表-8　　最深積雪深別の材撥最多樹種の出現率(揖斐川)

%

樹　　　種 剌o　　　　　現　　　　　率 

1.0)n未満 ��Rﾓ�綏ﾒ�へ2.5m �"經�決�2�

有 用 広i 葉 ・樹 �5(��6���8��34(49) 鼎�イb竰��38(48) �2窿b��

ブ　ナ　類 �"ィ��0(9) 釘��"��37(51) 

ミ　ズナ　ラ �"ビ��9(15) ����#2停�17(27) 

カエデ類 釘ビ��0(6) �����ｒ�18(23う 

サクラ類 途域ﾓ2��6(1・8) ��ビ��3(6) 

ケ　ヤ　ギ 迭コ��6(12) 鳴ビ��3(3)∴ 

カ　シ　類 佻�����6(9) 釘ィ��0(0) 

ク　　　リ �"ィ��6(18) ��窿b��0(3) 

ミ　ズ　キ �"�2��3(∴3) 釘モ��0(0) 

トチノ　キ ���ﾂ�"��0(8) 途モ��0(0) 

カンパ類 ������0(0) ��ﾃ2ッ��0(10) 

そ　の　他 �"�����0(2) 偵"�"��4(4) 

合　　　計 田R�76 塔R�80 

非 �5h��6h��}��11(14) 澱��ｒ�1(9) ����#2��

有 �7ﾘ985H4��4(●12) 澱ッ��5(8) ��ビ��

用 �8ｨ��8x��4X��7b�3(8) �2ヲ��4(5) 途��B��

広 �5ﾈ��8���52�4(12) ���2��0.(1) 偵�窿�停�

菜 樹 �+ｸ��,ﾈ���ﾂ�13(38) 湯�#2��5(28) 俣2�#2��

合　　　計 �3R�24 ��R�20 
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表-9　材積最多樹種の地域別分布

、揖斐川南部 ��9��,2�揖斐州北部 �;����"�

コナラ　53 �5(6�8��b�コナラ　37 �7X6凩�#2�

サクラ類　9 �4ｨ5i}��b�ミズナラ　8 �7�5�6�8��2�

シデ類　6 �4ｨﾔ稲�}��"�シデ類　7 �4ｨ4x6Y}����

カシ類　4 �5ﾈ8�53�"�マンサク　7 �5(6�8����

リョウブ　4 �5H4�8凩��"�カキテ類　7 �5h6i}�����

数字は、材横最多である樹種の出現率(%)

図-2　櫛橿分布による地域区分

表-10　有用樹種の材積割合別の出現状況(揖斐川)

標　高　　　　　　　　　　　　　　　%

主部竺 �9杏ｩYHﾘr�C�Y�ii��-6　0 蔦���80%以上 

2007味満 澱�39 ����44 

-400n! �#R�22 ����.34 

一-600ni. ����25 �3��・2・7 

-800?72・ ��b�34 謄#R�、2.5 

800m以上 �"�"�8 津ス�R�85 

全　　体 ����25 ��S#R�31 

土壌型　　　　　　　　　　　　　　　%

‾周樹 土壌塑 鼎�-Ij)i��へ6　0 蔦�����80%以上 

BE 湯�19 �3b�36 

蹄 ��r��20 �#��34 

も(d) ��b�31 �#��33 

BB ����27 �#r�27 

最深積雪深　　　　　　　　　　　　　幼

樹 一撃深 鼎�Yj)i��一-6　0 �-c�����80%以上 

1.07蘇満 �#r�31 �#��22 

・-1.5 ��c�R�32 �3"�21 

へ・2.5 ��S�B�15 �#"�49 

2.5m以上 ����23 �3R�3l 

林分材積　　　　　　　　　　　　　　%

棚閏 蔦c��へ80 

[27 ����
21 �32�25 

11 �#��34 

14 ��B�22 

0 ��B�10 

胸高踵径(上層木)　　　　　　　　%

40%末薄 �-ch����-8　0 塔�X決�2�

10肋未満 ����49 �#B�8 

→15 ����24 �32�33 

へ2　0 迭�24 �#r�44 

→25 ���10 �3"�58 

25肋以上 ����0 �8cb�74 
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2.5　有用樹種の出現状況

これまでは、各調査区の中で最多材横を占める広葉樹種ごとの出現率について検討してきた。本邸

では、各調査区の中の有用樹種全体について検討した。有用樹種は、有用広葉樹に含まれていたカエ

デ類のうちコミネカエデ、ウリカエデ等、サクラ類のキンキマメザクラ等の大径木とならない樹を除

いた有用広葉樹に、ス羊、ヒノキ、カラマツ、アカマツ、モミ等の高木性の針葉樹を加えた樹踵であ

る。

.有用樹種の占める材積割合について、表-10に示すとおり、立地と林分の生育状況から比較した。

立地としては、「2.1立地環境と樹種の分布」から樹種の分布に大きく影響する標高、土壌型、最

深積雪深を採用し、生育状況として林分材積、胸高喧径を採用した。
ノ有用樹種の材積割合別に全調査区の出現状況をみると、材横割合40%未満に19%出現し、40

へ60%に25%、60-80%に25%、80幼以上に31%出現する。

標高でみると、明らかな傾向はない。わずかに、有用樹種材積割合80%以上において、400-

8domの出現率が25~27%で、他の標高階34へ44%よりも低く、有用樹種の材積割合は少

ない傾向がある。

土壌型でみると、有

用樹種の材積割合40

%未満ではBE　9%、

B鼠19%と、より乾

性な土壌型で有用樹種

の材硬鰭胎が高い。ま

た、材積割合80%以

上ではB丘　36%、BB

27%とより浬性な

土壌型で有用樹種の材

積割合が高い。

最深積雪潔でみると、

有用樹種の材積割合40

%未満では1.Om未満

27%、2.5m以上11

垢出現し、より多雪地

域で有用樹霞の材積割

合が高い。また、材積

割合80%以上では、

1.57/l以上31-49

%出現がl.5m未満

21・-22%より有用

樹種の材撰割合が高い。

林分材積でみると、

有用樹種の材積割合80

%以上の出現率が林分

材横の増加とともに増

加し、林分村横200

n〆/庇では76%の出

表-11有用樹種の材積割合と材横最多横種の出現率(揖斐川)

% 

樹　　●i’種:i 剌o　　　　　現　　　　　率 
樹樹符積 40%未満. ��ﾈ�cc�R�-80% 塔�X決�2�

有 用 広 葉 ’樹 �5(��6���8��10(2,9) �#r�3ｒ�40(5i) 鉄���ﾃSb��

ブ.ナ類 �"ィ��4,.(9) 湯��b��11(21) 

ミズナラ ������午(11) ��b�3���6(16) 

カエデ類 ��ビ��10.(12) 途��2��6(13) 

サクラ類 ����ﾆﾂ��10(17) 迭�����1(の 

●ケ　ヤ　ギ ������0,(2) �����2��4(10) 

カーシ類 途��ﾃr停�4(6・) 迭��B��1(’i4) 

ク　　リ ������2(6) ��ィ��4(13) 

ミ　ズキ　← ����討�.4(4): ���"��4(8)i 

トチノキ ������0(0) ��ィ��6(7) 

カンパ類 ����竰�2(4) ������3(9) 

その他 ���2��0(0) 迭コ��4(15) 

合　　計 ������R�67　　- 涛�����ﾒ�100　- 

非 �5h6i}��14(19) ��b�#ｒ�2(’9) ��S��2��

有 �7ﾘ985H4����ﾂ�16(28) 迭��"��0(6). ������

用 �8ｨ8x4X7R�19(26) �"�����ひ(2) �����b��

広 �5ﾈ��8���52�7・(14) ��コ��0(4) ���b�8�b��

薬 樹 �+ｸ��,ﾉ�ﾂ�25(52) ���窿3R��0(16)’ ����b��

合　　計 塔�ﾔ�32簫��(����ﾒ�0　　- 
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現率となっている。林分材擬が増加すれば、有用樹踵の材積割合が明らかに増加する。
’上層木の平均胸高喧径でみても、林分材積の場合と同様に、胸高喧径が増加すれば有用樹種の材積

割合が明らかに増加する。有用樹種の材積割合80%以上の出現率は、平均胸高臨径10m未満では

8%であるのに対し、25鋤以上では74%と高い。

有用樹種の材横割合の増加は、立地よりも林分の生育状況の方が大きく影鱒する。林分相接が多い

ほど、立木が大きいほど、有凪離産の材横割合は増加する。これは、有用櫛勘ま大径木となるものが

多いのに対し、非常用樹種では大笹木となるものが少ないためである。非常用広葉樹において、調査

区で相接壌多となる出現率が商いシデ類、マンサク、リョウネッヨゴの中でもシデ類だけが大径木

に堂姦し得る。従って、粒可、さい本の林分では、有用樹種の割合は低いが、立木が生長するに従っ

て、次第に大径本にまで生長できる有朋樹種が林寵を占めることとなり、有用樹種の材穣割合が増加

すると考えられる。

鰯資区ごとに、有用樹種の占める材横割合と、材積巌多を占める嶺蟹の出現状況について衰-11

に示した。

有用広葉樹全体でみると、和事j樹種の材積割合40%未満が19%、材積割合40-60%が67

衰-12　有用繊横の本数割合別の出現状況(揖斐川)

標　高

二三三 冏ｹ�HｨHﾘr�へを0 �-ch����60%以上 20%・蒋蘭 

200n味蒲 ����56 ���#"�ﾂ�11 

・-4　0　0 �#b�37 �#"�15 

・-6　0　0 ����29 鼎2�9 

へ一8　0　0 帝{｢�32 �#R�18 

800m」左上 �8贅�34 釘�31 

全　体 �#2�35 箔){��15 

土　壌　　　　　　　　　　　　　　　%

高調樹 〇二捷窪 BE �#�Yj)i��・-4　0 �｢ﾓh����00%以上 

19 �32�36 ��"�

B。 �#��36 �#"�14 

BD(d) �){��27 ����27 

BB �#��29. �#��13 

最深積雪深　　　　　　　　　　%

プ �#�Yj)i��∴40 �-cc��60%以上 

l.07タで未満 �#R�41 �#b�8 

一-1.5 �#b�4生 �#B�6 

・-2.5 �(�Vﾂ�25.・ �3R�19. 

2.5研以上 ��B�25 �#"�39 

林分材積　　　　　　　　　% 

一 �#�Yj)i��-4　0 �｢ﾓh�S��60%以上 

50〃荻〈春満 �3��27 ��b�19 

へ10　0 ��R�43 �3b�6 

ー150. ��B�40 �3"�14 

一-200 �#2�27 �3"�18 

200〃海a♪ 湯�30 ��r�44 

胸詩壇径(上層木)　　　　　　　　%
ー �#�X�r�へ40 ��Rﾓh����60%以上 

10{海薄萄 �#r�38 �#B�ll 

ー15 ����34 �8ﾎ��15 

-20 謄���40 �3��19 

一-25 ��b�37 �3r�10 

25飾以上 ����35 �3��25 
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%、材積割合60-80%が98%、材積割合80%以上が100%出現する。

有用樹種の材積割合40%未満では、リョウブ19%が巌も多く、マンサク16%、シデ類1・4%、

コナラ10%、カシ類、ソヨゴ7%であ・る。有用樹種の樹種割合40-60%では、コナラ27%と

最も多く、シデ類16%、カエデ類、サクラ類10%である。有用樹種の材積割合60-80%では

コナラ40%と鼓も多く、ミズナラ16%、ケヤキ11%、ブナ類9%、カエデ類・7%である。有用

樹種の相磯割合80%以上では、コナラ50%が鼓も多く、ブナ類11%、ミズナラ、カエデ類、ト

チノキ6%である。

有用広築樹の下では、耐陰性の強いカシ類、大経木とはならない嶺種を含むカエデ類、サクラ類は、

有用樹種の材積割合が低いところに多く出現するようである。コナラ、ブナ類、ケヤ辛、トチノキは、

有用穂積の材畿割合が高いところで多く出現する傾向がある。非常用広葉樹中では、有用樹種の材積

割合40%未満でマンサク、リョウズソヨゴ、相磯割合60%未満で、大篠本に生長できるシデ類

が多く出現する。

有用樹種の占める本数割合について、表-12に示すとおり、立地と林分の生育状況から比較.した。

有用樹種の本数割合別に調査区ごとの出現状況を検討した。すな・わら、本数割合20%未満に23

%出現し、20-40%に35%、40-60%に27%、60%以上に15%出現している。本数

割合別の出現率は、材穣割合の出現率よりも低い。

標高、土壌型では、特に明らかな傾向は認められない。

最深積雪潔でみると、有用樹種の本数割合20%未満では最深積雪潔が深いほど出現率が低く、本

数割合60幼以上では最深横雪深が深いほど出現率が高い。最深積雪深2.5n2以上では、本数60%

以上が39%出現する。

林分村陵でみると、有用樹種の本数割合20%未満で507材/ha未満が38%と多く出現し、本数

割合60%以上で200mンha以上が44%と多く出現している。林分材横が多いほど、有用樹種の

本数割合の増加傾向を認める。

上層木の平均胸高慣径でみると、林分材蘭と同様、胸高喧径が増加すれば有用樹種の本数割合が増

加する傾向が認められる。

有用樹種の本数割合と林分村積、

胸南画径との関係は、姦-10に

みられる相接割合との関係ほど強

くない。これは、立木本数は、上

層木と下層木の立木本数の合計で

あるため、上層本との関係が大き

い林分材績、および上層木の平均

胸高値径が慣らに影響しないため

と考えられる。

そこで、萎-12では調査区ご

とに有用樹種の占める本数割合を

みたが、調査区の枠を取り払って

胸南榎径の大きさ別に・缶用樹稲の

占める本数割合をみた。これを、

上層木の平均胸鼠重径別に示した

のか図-3である。

上層木の
平均胸高直径

・一一10(8へ/12)鋤

×一ぷ15(13-17)

〇一千・20(18一-22)

A-△25(23-27)

ローq　30(28-32)

4-10　-20　→30　　-40　40αn以上

胸　高　喧　径　階

図二3　上層木の平均胸高喧径別の有用樹種本数割合

(緒斐川)
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有用樹種の本数割合は、上層木の平均胸高直径と関係なく、胸高直径が細ければ有用樹種の本数割

合は少なく、太ければ本数割合が多くなる。従って、上層木の平均胸高直径が太くなれば、上層木、

下層木の胸高壇径の差が大きくなり、上層、下層で樹種繕戌も大きく異なると考えろ。有用広築樹林

の大径木を収獲する時点では、下層木の有用樹種割合は低いため、更新を考えた収饗を行わなければ、

良形質の有用広葉樹林分は減少していくであろう。有用樹種の本数割合は、平均的には胸高蘭径4へ

10αnで35%、1・0へ20`調で65%、20へ30α脇で80%、30-40cmで90%、40cm以

上で95%出現する。

調査区ごとに、有用筒種の本数割合と材横最多樹種の出現率を衰-13に示した。

有用広葉樹全体でみると、有用樹種の本数割合20%未満で49%出現し、本数割合20-40%

で70%、本数割合40へ60%で94%、本数割合60%以上で97%出現する。有用樹種の本数

割合20%未満では、コナラ19%が最も多く、マンサク12%、カシ類、シデ類、リョウブ8%で

ある。本数割合20-40%では、コナラ34%が巌も多く、シデ類14%、サクラ類9%、リョウ

ブ6%である。本数割合40-60%では、コナチ44%が最も多く、ミズナラ、カエデ類、ケヤギ、

トチノキ8・’%である。本数割合60%以上では、コナ“ラ35海瀬も多・く、次いで●ミズナラ21%、

ブナ類’18%、カエデ・

類12%が多い。カシ

類、マンサク、リョウ

ブ、ソヨゴは、本数割

合20%未満でより多

く出現する傾向がある。

サクラ類、シデ類は、

本数割合20一二40%

でより多く出現する傾

向がある。コナラ、ケ

ヤギ、トチノキは、本

数割合4:0二-60%で

多く出現する傾向があ

る。ブナ類、ミズナラ、

カ工デ類は本数割合

60%以上で多く出現

する。

表-13　有用樹種の本数割合と材積最多樹種の出現率

ぐ揖斐川)

樹　　　種 剌o　　　　現　　　　率 

有用樹本数’ 20%未満 ��RﾓC�R�へ-60% 澱��X決�2�

有 用 広 葉二 樹 �5(��6���8��、19(30) �3BイR��44(54) 嶋�X*ｲイr��

ブナ類 澱ッ��5(10) 迭��2��18(36) 

ミズナラ �"モ笘ﾋ��5(16) 唐窿�ｒ��」 21(27) 

カエデ類 �"ッ陳�5(11) 唐������12二(21) 

サクラ類 �"づｘﾋ��R�9(18) �"モ��,3(6i) 

ケ　ヤ　ギ �"ィ��4(5)’ ��Sｃ�2��0(・3)∴ 

ガ.シ類 津ｃｒﾂ��1(7) 塗�bモ����iO(6) 

グ’リ 釘�<���・1(5ii) ���R�2��3(15) 

・・ミ　ズキ �"�,ﾂ�3(.i4) �2ッ停�b(3) 

トテンヰ ������0(1) 唐�����0(0) 

カンパ類 �"�"��1(4) ��｢ゅ"��3’(9)・ 

その↑他 ������R�.2(6) �"�����2(6) 

合　計∴ 鼎�����爾�’70　　●- 涛H����ﾒ�9・7　　- 

非 �5h6i}��8(14): ��B��ﾃ#���2(12) ����*���2��

有 �7ﾘ985H4��12(24) 迭�������0(2) ������

用 �8ｨ8x4X7R�8(16) 澱�����0(8,) ���2��

広 ��X5ﾈ��8���52�4(12) ������Oi(10) ��S�����

繋 樹 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�19(52) 釘�#b��4(16) �2��R��R�

合　　計 鉄���ﾒ�30　　- 塗����ﾒ�3　　- 
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2.4　生長経過

林令と立木材横の関係を図-4に示した。

調査林分の林令は、5-109年であるが、その82%が、10へ50年生のもので占められる。

立木相接は、0~459〆/haの範囲にある。なお、459諦/haの林分は、ケヤキ林である。林令

と立木材積との関係には大きなバデッキがみられるが、平均的な立木材撥生長経過をみると、林令

20隼65加/ha、40年1101ガ/ha、60隼1557?t/ha、80年195加/haである。土壌型

別に生長をみると、B,.B。(d)、BEの順にわずかに佳辰低下する傾向がある。ス辛、ヒノキ人工

林の生長攫(5、6)と比較すると、岐阜県における多雪地域、3000本/ha植栽、地位級5のヒ

ノキの約60%、スギの約40%である。

林令と上層木の平均樹高との関係を図-5に示した。上層木は、高木、亜高木としたが、平均樹南

が低い調査区では区分できなかった。

樹菌の分布ば　5.5-21.77nである。なお、樹高20n宅以上の林分は、ブナ、ケヤギ林である。

平均的な樹高生長経過をみると、20年7.8m、40年11.On2、60年12.8m、80年15.5m

である。ヒノキの地位級5と比較すると、約40→60革まではヒノキがわずかに良いが、その他の

年では広葉樹がわずかに良い。スギの地位級5と比較すると、スギの樹高の約70%種皮である。土

壌型別では、蹄　がわずかに低い傾向で、他の土壌型では差がない。

林令と上層木の平均胸菌撞径と.の関係を図-6に示した。

胸高慣径の分布は、6.7へも2.2鋤である。なお、胸高陸径80an以上の林分は、ブナ、ミズナラ、

ケヤギ、シデ林である。平均的な胸高誼径生長経過をみると、20年9.5cm、40年17.0鋤、60

年23.5鋤二　80年29.5切である。ヒノ羊の地位級5と比較すると、約20年まで広葉樹がわずか

に小さいが、その後は広葉櫛が良く次第に差が開き、80年ではヒノキの150%の太さに違する。

加/ha

立

木　300

積

0　　　　　20　　　　　40　　　　　60　　　　　80　　　　100　　　　120年

杯　　　　　　　　令

図-4　　立木材積の生長(揖斐川)
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0　　　　　20　　　　40　　　　60　　　　80　　　　100　　　120年

林　　　　　　　令

図書5　　上層木の樹高生長(揖斐川)

0　　　　　　　20　　　　　　　40　　　　　　60　　　　　　80

林　　　　　.令

図一6　　上層木の胸高喧径生長(揖斐川)
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スギの地位級5と比較すると、スギより憩い生長であるが次第にスギに近づき、60年生ではスギの

93%に達する。土壌型別にみると、B。はわずかに小さい傾向であるが、他では塞がない。

飛躍用(12)、木蘭月儀林計画」を(●13)と比較すると、立木材積は木削I憐林計画区より生長が良

く、飛醗月儒林計画区より繰い。梅南は、木曽川憐林計画区とはゞ等し’く飛躍用森林計画区よりも悪

い。胸高腫径は、両森林計画区よりも良い。

2.5　林分構造

上鹿本における樹癌と胸高直径との関係-を図二部こ示した。

樹商と胸筒曲径は、比較的密接な関係が認められる。’平均的には、胸高壇径10〈棚で樹南8.Om、

形状比80、胸軸径20鋤で12.8〃宅、形状比6、4、胸高薗径30鋤で15.8n~、形状比53、胸

高慣径40鋤で17.8m、形状比45、胸高喧径50鋤で19.4m、形状比39である。すなわち、

胸高種径生長にくらべ、樹菌生長が伸びなやみとなるため、胸高喧径の増加に伴い急速に形状比が低

下している。一

七腐木における樹富と枝下前との関係を図-8に示した。

梅南と枝下菌の関係は、栖関係数0.5641でバラツキが多い。平均的には樹高107nで枝下高3.5

m、15mで5.2m、20mで6.8m、25mで8.07nである。この関係を、樹種別、密度別に比較

してみたが明らかな傾向は認められなかった。

立木相接と胸高断面横合計との関係を図-9に示した。

立木材横と胸高断面積合計との関係をみると、相関係数0.9759と高い相関々係がある。回帰式は

菊Ⅴ二1.2696菊S十0.2729である。すなわち、10m二偽aで3三高na、20)勅。で84疹在a、

30nシ偽aで141砂偽、40所在aで203砂haである。上層木における立木材積と胸高断面合計とも

密接な関係が認められ、柏関係数0.9286、回帰式駕中二l.1916・幼S′十0.4758であった。すな

わち、10,maで4飾れa、20〃naで106nna、30〃れaで172〃na:40nれaで243?砂有aであった。

m

10　　　　　　20　　　　　　30、　　　　　40　　　　　　50　　　　　　60c杯

平　均　胸　高　直　径

図一7　　上層木にお.げろ樹高と胸高垣径(揖斐川)二
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0　　　　　　　5

図-8・

全立木材積と上層木梅南との関

係は、・相関係数0.7・232、回帰式

勾Ⅴ二1.3432勿H十0.6708

であった。上層木における立木材

10　　　　　15　　　　　　20　　　　　m

平　　　均　　　樹　　　高

上層木における樹高と枝下高(揖斐川)

-初’・.’ha

韻と樹寓とは、柏関係数0.6853、l,000

回帰式場Ⅴ′=0.3236窮　H十

0.3913　であった。

全立木材積と上層木胸高檀径との.

関係は、柏関係数0・6573、回帰立

式勾Ⅴ=0.78.28菊D十1.l’280

であった。・上層木における立木材

横と胸高恒径とは、柏関係数

0・6401、回婦式菊Ⅴ′二0.4714

勾D十0.249-9　であった。

100

木

材　50

横

上層木における立木密度と樹高　V10

との関係を図-10に示した。

上層木における立木蟹度と梅南

との間には、柏関係数-0.7241

と相関が商い。回帰式は毎H二
-0.2504偽N′十1.7608であ

る。すなわち、樹高8niで立木密

度2663本〆ha{12mで527本

/ha、16mで167本/ha、20

mで69本/haである。

上層木における立木密度と胸高

瞳径とを図-11に示した。

0・5　1　　　　　　5　10　　　　　　50　100　桝,・ha

駒前脚面徴合宮十　　S

図-9　立木材横と胸高断面積合計(揖斐川)
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上層木における立木密度と胸高

喧径との間には、相関係数-

0.8527と相関が高い。回帰式は

物D=-0.4600駕N′十2.5272

である。すなわち、胸高薗径10

肋で立木密度2089本/ha、20

C桝で463本/ha、i30鋤で192

本/haである。

上層木における立木密度と樹高、

胸萬随径の関係は、飛躍川(12)、

木曽川森林薗区(13)に比べて樹高、

胸高垣径に対する立木密度が少な

く、疎な林分の傾向である。

上層木における立木密度と立木

材積との関係を図-12に示した。

上層木の胸高随径を8飾間隔の

薗径階別に示したところ、厘径階

ごとの重なりは少なく、バラツキ

も少ないe　したがって、立木材積

は、上層木の立木醇度と平均胸高

喧径でおおよそ推定することがで

きる。樹南隣別にみた場合には、

胸高歯径よりバデッキが多く、潜

度が良くなかった。安藤(1)による

平

均

〃I

50

40

30

50　　100　　　　　　　　　500　　1,000　　　　　　　5.000　　10.000　本,/ha

立　木　絃∴償∴∴∴Nノ

図-10、上層木における立木密度と樹高(輯斐川)

50　　100　　　　　　　500　1.000　　　　　　　5,000　10.000　本./ha

立　木　騎∴度　　　N′

図-11上層木における立木密度と胸高直径

胸高直径

、・　6(4・- 

o　12　　・- 

○ 　　　　　　▲ 倬c#���h爾ﾓ"��3#ｃ#H�Rﾓ2��S3b�3(爾ﾓB��#CBイ�ﾓB��經"イふR�

、A 　X ▲ AA▲×了 　軍 　事 JA詳言。 ��2�一)6 

;:; ����ｲ�ﾃ"�����b�○} {も∠(∴も〇〇〇 〇〇〇 呼も〇 〇〇〇も ��

36 剌ﾚ。。言〇 〇〇 〇 

50　　100　　　　　　　　　500　　1,000　　　　　　　　5.000　10.000　本/ha

立　　　木　　　密　　　度
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スギの密度管理図は、上層樹高を

用いた方が精度が高いこととは特

徴的に異なる。すなわち、揖斐川

本..・’】)a

森林計画区の広築樹林では天然更　中　神00

新し、更新後放置状態で成立した　均.

林の多いことが胸南随径を用いた
立∴3,000・

場合に精度を諦めた理由と・考える。

上腐木の平均的茜随径階と立木　木

本数との関係を関-13に示した。本
2,000

有川樹種と全体の立木本数は、各敬1,000

調査区別の平均値である。上層木

の立木本数は、土樽における,立木

密度と胸高函径の回帰式の数値で

ある。

上層木の平均胸高彊径10鋤の

場合、全立木本数4373本/ha、

O　　　　10　　　、15　　　　20　　　　25　　　　30　仰

-(9-11)(13-17)(、18-22)(23-27)(28へ32)

上層木.の平均胸覇憤径

図-13　上層木の平均胸高壇径階と立木本数(揖斐川)

表-14　　喧径階別の材撥最多樹種出現率(揖斐川)

材積最多樹種 剌縺@層　木　の　平　均　胸　高.随　径 
10・鋤未満 �｢ﾓ�V6ﾒ�一-20cm 励#V6ﾒ�一-30鋤 �3��決�2�

有 �5(��6���8��41 ��S3��39 鼎��40 ���

ブナ類 �2�2 �"�16 �#��40 

ミズナラ 店�b�6 ��B�5 鳴���20 

用 �4ｨ4x6i}��1.6 迭�’5 迭�0 ���

広 �5H4�8凩��5 唐�2 ���0 ���

薬 �5���8H��4ﾒ�0 迭��0 ����0 �3��

樹 �4ｨ��5i}��3 澱�、5 ���0 ���

ク　　リ 迭�2 �"�5 ���0 

その他 ���0・ 釘�0 ����0 

合　　計 都b�・83 塔��100 涛��90 

非 �5h6i}��11 迭�.1l 偵��10 ����

有 �7ﾘ985H4��5 �2�0 ���0 ���

用 広 �8ｨ8x4X7R�5 ���0 ���0 ���

柴 樹 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�3 湯�9 ���0 ���

合　　計 �#F��17 �"���0 ����10 



有用樹種1845本/ha、上層木本数2089本/ha、平均胸高頓径20(棚の場合、3119本/ha、1084

本/〃a、463尋のa、平均胸高随径30鋤の場合、1166本/偽a、681本/ha、192本,偽aである。

上層木平均胸高喧径30鋤の林分が皆伐されれば、ほとんど有用樹種ばかりの上層木190本が伐

採され、胸高晩径4鋤以上の残存木が970本/庇となる。残存木のうち有用樹種290本/柄ま、

4cm未満の確樹、伐採木の萌芽を考えても、次代に有用広葉樹林を育成するためには、非常に少ない

本数である。従って、次代の杯を考えるならば∴大径広築樹林では、更新を考えた施薬が必須となる。

全体の立木本数に対する上層本、有用樹種の立木本数割合は、上層木の胸高喧径が増加するに従っ

て減少する傾帥こある。上層木の胸高随径15cm以上では、上層木と有用樹種の立木本数の減少数が

ほぼ同数である。

萎一15　C-D定規の適合度(接斐川)

材穣最多樹種の材績比率　　　　　　　　%

誤差 二必壷怨霊 ���Yj)i��へ20 �｢ﾓ3��30%以上 

20%未満 �3r�50 ��2�0 

一′在0 �32�37 �#��9 

一-60 �#��52　- ��2�6 

へ一80 ����56 ��B�11 

80%以上 �#��58 �#��0 

全　　体 亦���#��47 ��r�8 

立木材撥

誤差 _ふ,_.. 1 ���Yj)i��一-2　0 蔦2���30%以上 

弧7擁訪韓 �3��34 �#b�9 

・-100 �#��50 ��"�10 

へ150 �#��49 ��R��8 

へ200 �3r�42 ��b�5 

200?7タ綾 ����55 �#r�0 

上層木の胸高歯径　　　　　　　　　　%

誤薫 陶離鰭 10鋤未満 ���Yj)i��・-20 �7x6ﾓ8����30%以上 

30 鼎��12 湯�

一-15 �3��43 ����16 

へ・20 鼎��54 迭�0 

へ　25 ��"�65 �#2�0 

25偽以上 �#��40. 鼎��0 

褒-16　材横最多樹種とC-D定親適合度

(揖斐川)

樹　　種 剌o　　現　　度 

鵜へ20 刪�-30 �3�X決�2�

車 用 広 葉 樹 �5(��6���8��45 �3B�26 澱�

ブナ類 �"�9 ��B�6 

ミズナラ 迭�10 迭�.0 

カエデ類 �"�10 ���25 

サクラ類 迭�2 ����6 

ケ　ヤ　ギ �2�5 �2�0 

カ　シ類 �2�4 迭�・6 

ク　　リ �"�1 �2�0 

ミ　ズキ �2�0 �2�0 

トチノキ ���3 �2�0 

カンパ類 �"�0 迭�0 

そ　の他 �2�3 ���7 

合　　計 都R�81 都��56 

非 有 用 �5h6i}��12 途�0 ���
÷ンサク �2�1 免ﾂ�13 

リョウブ �2�2 塗���ﾂ�13 

広 蜜華 �5ﾈ��8���52�0 ���3 澱�

若き 樹 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�7 唐�2 ��"�

合　　計 �#R�19 �#"�44 
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上層木の平均胸高直径階別にみた材横最多樹種出現率を表-14に示した。

コナラは、30cn床滴で多く出現する傾向にある。ブナ類、ミズナラ、ケヤギは、大径林で多く出

現する傾向にある。シデ類は、全体の庖径階で出現する傾何にある。小径林で多く出現する傾向の樹

種は、10の未満にリョ・ウズ15鋤未満にマンサク、20c脇未満こサクラ類、カシ類、2・5cm未満

にカエデ類、クリがある。

2.6　了-N由縁

菊沢(9,10)は、ミズナラ一斉林の収獲瑚陀行うため、Y-N曲線によづて示した収蒐一密度

図を作成しているoY-N曲線は、i=計Aで表されるため、寺=計1の式で与えられるC-D

定規(16)のあてはめによって定数A、Bが求められる。調査林分は単純一斉林とは限らないので、

Y-N曲線の精度を知るため、C-D定規との適合度をみた。

林柏、林分の大きさ、樹護とC-D定規の適合度の関係を表-15、16iこ示した。適合度としては

積算材積、積算本数のグラフにC-D定期を片仏工Uからあて、はみ出した誤差を材積比率で求めた。

適合度の誤差10%未満に28%、10へ20%に47%、20-30%に17%、30%以上に

4 60■50o ::∴ �3�馗#�������42���醇ﾈ�����宛��ｸ�ｸ�ﾂ���馼ｾ��ｨ�ｨ�｢��X皦ｶ��ｶ��(�ｨ���"�ﾅﾔ��依��&����6 〇〇 〇 〇● ○ふて詰’ 

費　　〇・暮● 　AA　　ズ ▲　　　　　　o∞ ��X��甁��X�2�

▲▲　【義　孝享o売声。.。o �.H�ｨ�ｨ�ｨ�X�ﾈ�X�Rﾘ�ﾂ��������������ﾈ���

A　′・.午 　　l ��ｨﾅﾈ希��hﾋ驃ﾈ�&��葦羊∴・∴ 

o具　A Iナノ/∴メ　●● ▲　o　　蜜 ▲手工　　か▲ 冽hｾ����ｸ�ｸ�#ｨ�｢��hﾋ��X�(�ｸ�ｶx�ｸ�ｸ�"������(ﾙ��(+��&��2�o◆● 08〇・.;・l‥ 。.与.’’ ●○○●●→◆◆● o●二・◆--シ← 〇〇〇 〇°;メ ヽ● 肥前宿径 -6(蘭 

▲ 　　▲　▲ .　●A　Aム 冕������&��$�ｲ�

o　▲▲ ..▲/′∴f 　二〇∴▲重工 ▲▲農具義 ま.∴∴∴章 ��ﾘ唏���(v嶋�｢����ｨ�｢����ｨ�ﾈ�f�����ｨ���｢����｢����ｨ�ｨ�｢����｢����｢�

/賀寿 　暮 鑓�ﾂ��#8�X�R����ｲ�8�ｨ�｢��｢��ｨ�｢��｢�01.0 具20 

軍 費 凵｣30 ●40 050 賃?0 ▲80 

10　　　　　　　　　　　50　　　100　　　　　　　　　　500　　　l.0 劍������������ﾈ�ﾄ����������������R�������b�

立　　　　　木　　　　　密　　　　　度

図一14　　等限界虜径線(揖斐川)
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8%出現する。林相を材積最多樹種の材積割合でみたが、特に傾向は認められなかった。立木材積、

上層木の胸高直径でみると、林分が大きい程、30%以上の誤差が少なくなる傾向にある。

相談最多樹種でみてみると、シデ類が最も適合性が高い。コナラも比較的適合性が高い。カエデ類、

カシ類、マンサク、リョウズソヨゴの比較的小径木の林分は、30%以上の課業を生じることが多

い傾向にある。

Y-N曲線から収獲予想する場合、辞径階ごとの収獲予想が可能である。等限界喧径線は、ある胸

高頓径以上の立木密度、立木材積を示す。等限界薗径線を図-14に示した。これは、各林分のデー

タからある胸高瞳径.(限界随径)以上の立木について、積算密度と積算材積をある胸高彊径ごとにプ

ロットし、これらの点を結んだ。

等平均艇種線は、林分ごとに胸高随径の大きい方から部分集団を考えた場合、この部分集団の平均

胸帝政径ごとに立木材積、立木密度を示した。なお、等平均瞳径線を図-15に示した。

等限界暗径線、等平均瞳径線ともに木曽川蘇林計蘭隊(、12)よりも線がわずかに左にあり、木曽川

森林計画区よりもわずかに密である。

0 0 0 0 ��80 偵c��S������3���#B�2016 青　O 　　12 

書棚 �����8���������������
〇　〇・　・●　A 偬H��ｶ����������������

100 ○ .▲ 　t. 儂����������������-ﾂ�農具o　o 　　暮。° 

。○○.・A・事も 章ズ.:o-・▲　▲ 僮hﾙY?��ｨ�ｨ�ﾂ�

三〇宥恕総 �7ｸﾕH�(ﾋ篥｢�
0 0 0 0 ��/.二▲▲ 　o ��)Eh�ｩ?�ｬ霆�8*ﾃ｢�霧○∴‡予● 〇二・°●で ●● ○ヽ・● ○ ○ ヽ●●‾∴∴● 胸高l亘径 

▲ 　事〇 　〇 　〇 ム,費〇 〇 〇〇 ソ’な ○ ‡0. 。言;.●▲ ��ｨvｨ.��h���ixｸ,X����ｨ�Sｨ�$��i�h�｢��8痔��偬H*ﾘ�(�ｸ�ｳΦ�����ｸ�ｸ�b�

具　　　　　　　0.・ 具 定�����,ﾂ�

ズ軍費〇㌔ 基　　° 　〇 　〇 　〇● ��ﾈ����������������������������"�

X　　　　　　▲ 　　　　▲ 剄w16 ▲20 ・24 030 .具40 ▲50 ・60 080 義100 

8 6 4 2 ��//夕 "〔∴∴. I �ﾂ��������"����｢��｢��｢��｢��｢��｢�ﾂ�

10　　　　　　　　　　　　　50　　　　100　　　　　　　　　　,　500　　　l.000

立　　　　　木　　　　　密　　　　　度

図-15　　等平均喧径線(揖斐川)
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Ⅲ　宮　庄　川　森　林　計　画

l　　調査地域の概況

宮庄月儀林計画区は、関-16に示すとおり岐阜県の北部に位罷する。北部は、富山県と境し、西

部は白山山系で石川県と萌し、南部は、長良川、飛騨川森林計画区と境し、東部は、北アルプスで長

野県と境する。主な河川ま、東部の前原川、中央部の宮川、西部の庄川があり、いずれも北方の富山

湾に流れる。森林面積(3,8)は、・263千haである。民有林は164干haで、民有林の広築樹林が

105千haである。国有榊ま、東西の北アルプス、白山山系に多く分布している。

地形は、東西の北アルプス、白山山系で急峻であるが、中央部は比較的緩い地形が多い。標高は、

殻菌が奥穂高岳、31807nで、北アルプス、白山山系は2000mを越える。最低は、宮川下流の約

200/nである。

地質は、南部中心に分布する流紋岩類が蝦も広く分布する。北部を中心に分布する片麻岩類、花横

嵩類の分布が多い。その他に、安山岩類、凝灰質岩石、古生界、中生界の堆横薯等が分布する(11)。

土壌は、褐色森林土壌が多く、葦,が約40%、も(d)約25%、B。約20%分布する。ポド

ゾル土壌は、標高10007n以上に多く分布する(4)。

気候は、’内陸型であるが、.冬期には襲日本海型となり寒冷で多雪となる。年降水量は、平地で約

1800-2500柳であるこ最深横雪操は、1.57n以上が約80%の区域を占める.(4)。

2.1　立地環境と樹種

の分布　　、

調査林分の立地環境’

を表-17に示したこ

土壌は、B。型土壌

が64%と半分以上占

め、B。(寸)塑土壌が

30%と多く、両者で

94%である。糠南は

800-1000n幼子37

%で最も多い。1000

一-1200mでも19%

を占め、かなり標高の　‾

高い地域が多い。斜面

方位は、西向きが33

%で他の方位19・-25

%より多い傾向である。

斜面方槌は、山腹が72

%で半分以上を占める。

尾根はi6彩、谷は12

%で少ない。斜面形は

平衡が43%で最も多 図-16　　調　査　地　域(宮庄川)
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く、上昇24%、複合13%、下降10%である。傾斜角は、30へ409が35%で最も多い。.30。

未満が47%で約半分を占め、比較的緩い傾斜が多い。最深積雪潔は、1.5-2.5′nが53%で約半

分を占め蝦も多い。最深積雪深1.0〃7以上が85%と積聾の多い調査地が多い。

藤林計顧区全体からみると、調査林分は、慄筒が比較的勘、割にはB。型土壌が多く、傾斜が比較

的緩い山腹が多く、最深駁撃探る比較的少ない所が多い傾同である。その他の地域は、標高の高い地

域、傾斜が急な地域では国有林が多く、谷、尾根では民有林でも針葉樹の人工造林地、天然針欒樹林

が多いためと考えられる。

調査区ごとの材積最多樹稲について、土壌型別出現率を蓑-18に示した。

樹種の中で、カエデ類は、大部分がイタヤカエデである。カンパ類は、大部分がシラカンパでウダ

イカンバ¥ミズメがわずかにある。サクラ類は、ヤマずタラとウワミズサクラがほぼ半々である。ク

ルミ類は、オニゲルミが多く、サワクルミは少ない。シデ類は、アカシデガが多く、サワシバがわず

かにある。また、ブナ類は、県内の他の裔林計画区では、慶模、凸斜面にブナ、凹斜面にイヌブナが

生育することが多いが、宮庄川儒林計軸区では、斜面下部から尾根までブナが生育し、イヌブナが生

育することは極めて少ない。

有刺去襲樹が最多材横となる調査幽ま、全体で96%で非幣に高い。賦存状況調査の蓄積割合より

も約3%高い。

樹種別に出現率をみると、全体では、コナラ42%が最も多く、ミズナラ22%、ブナ9%、クリ

7%が多い。非有用広葉樹は′t%・と少ないが、そのうちの2%がシテ類である。全体の出現率と賦存

状況調査の蓄積割合を比較すると、ブナ、・カエデ類が賦存状況調査の出現率で低い傾向にある。従っ

て、これらの樹種は、他の樹種に比べて、比較的分散して生育する傾向と考えられる。

衰-17　調査林分の立地環境(宮庄川)
%

土　　壌　　型 �$B�BD(d) �$"�その他 ��

64 �3��5 ��� 

標　　　　　高 田��ﾙj)i��へノ800 ��ｳ�����一-1200 ��#��ﾘ決�2�

13i �#R�37 ����6 

斜　面　方　位 冉ｲ�東 ��ﾂ�南 兌ﾙ%)&��������
19 �#R�3　3 �#"�l 

斜　面　位　置 儖h��ﾚ｢�山　腹 �$｢� ��

16 都"�12 �� 

斜　　面　　形 �ｨ��ﾗ��平　衡 ��8��福�複　合 ��

10 鼎2�2、4 ��2� 

傾.斜　　角 �����i��・-20? �｢ﾓ3��"�へ40o 鼎��決�2�

11 ��r�19 �3R�18 

最深積雪深 ��蔬夜j)i��・-l.5 �｢ﾓ"絣�2.5m以上 ��

15 �#"�5　3 鳴���� 
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も、恥(d)型土壌の樹種別出現率は、全体と大差ない。コナラは、B。(d)型土壌で多い横面

がある;E.ズナラは、B。型土壌で多い傾向がある。ブナは、Eh(d)塑土壌よりB。型土壌の方が

多い傾向をわずかに認めるが、BD型土壌よりも全体の出現率が高い。これは、調査区数の少ないB

思　型土壌では3’0%出現しているためである。

標高別にみた材積最多樹踵の出現率老衰-19に示した。

有用広葉樹の出現率は、600m未満91%で600m以上の96~97%よりわずかに少ない傾

向である。樹種別にみると、600m未満では、コナラ44%が最も多く、カエデ類9%、ブナ、ク

リ6%が多い。600へ800nタでは、コナラ58%が最も多く、ミズナラ15%、ブナ10%、ク

リ8%が多い。800-1000mでは、コナラ4ケ%が最も多く、ミズナラ25%、ブナ7%、ク

リ6%が多い。1000m以上では、ミズナラ34%が巌も多く、コナラ・16%、ブナ13%、クリ

8%が多い。コナラは、100’Om未満で多い。カエデ類は、600m未満で多い傾向がある。ミズ

ナラ、カンパ類、シナノキは、標高が高いほど、出現率が多い傾向がある。

斜面方位別にみた相撲最多樹種の出現率を表一20に示した。

有用広葉樹は、北向き92%で、その他の方位96-98%より低い傾向がある。樹種別にみると、

北向きは、コナラ25%、ミズナラ23%、ブナ、クリ8%が多い。東向きでは、コナラ35%が最

嚢-18　土壌型別の材積最多樹欝の出現率(宮庄川)
ク0 

:.※ 樹、彊 凵E出.　　現　　　　率　.※※ 劔Xｩ�h�8ｻY+"�ﾛ�,�.h.�'����Hﾘr�

耽’ �;Rﾂ���全　称 

有 ●用 �5(��6���8��39(45) 鼎茶S鋳�42.(49) �32���

ミズナラ �#R囲�2��19.(33) �#"イ���18.3 

ブ　　ナ 唐��B��5(14) 湯��R��12.3 

ク　　リ 澱�#2��8(25) 途��S#H�ﾂ��6.8 

.カエデ類 �8�R��S�(�R��4(8) �2�����5.6 

広 ’葉 �4ｨ987�}��3(13’) ��り�S"��2(10) �2�2�

サクラ類 �2ベ�R��4(1の �2ビ��.3.3 

ホオノキ �"�ｒ�1(13) �"�������2.4 

樹 �5h6�6ﾘ4ﾂ�1(2) ����ィ��1(3) ��紕�

クルミ類 ���#｢��1(1●) �"��c2��1.0 

その他 迭ヲ��6(13) �2ッ��5.4 

合　　計 涛h����?��99　　- 涛h����ﾒ�92.8 

非 有 �5h6ix｢�2(7) ���(�b��2(6) 辻�

用 広 葉 樹 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�2　亘5) ����b��2(16) ��ｲ�

合　計 滴��辻�1　　- 滴����ﾒ�7.2 

※　有用広葉樹、と非有用広葉樹の区分は賦存状況調査事業による。

※※()書きは各調査区において材積最多又は2番目であるものの割合を示す。
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も多く、ミズナラ、ブ

ナ16%、クリ10%

が多い。西向きでは、

コナラ48%で最も多

く、ミズナラ27%、

ブナ6%が多い。南向

きでは、コナラ51%

と半分以上で最も多’く、

ミズナラ21%、クリ

8偽、ブナ6%が多い。

コナラは、西、南向き

で多い傾向がある。カ

エデ類、カンパ類は、

北、東向きで多い傾向

がある。

斜面位種別にみた材

韻最多樹種の出現率を

表-21に示した。

有用広築樹ま、谷部

で160%と多い。樹

種別にみると、.屋根で

は、ミズナラ42%で

鼓も多く、コナラ27

%、ブナ、カンパ類7

%である。山腹では、

コナラ42ク掃う轟も多

く、ミズナラ19%、

ブナ10%、クリ7%

である。谷では、=丁ナ

ラ61%が最・も多く、

ミズナラ13%、クリ

10%が多い。コナラ

は、一般に尾根の乾燥

地形に多いが、宮庄川

森林計画区では、尾根

では最深横雪深、標高

が生育限界を越すため

谷、山腹で多いと考え

られる。尾根は、コナ

ラに替わって近縁種の

ミズナラが広く分布し

ている。カンパ類は、

シラカンパが多いため

表-19　標高別の材積最多樹種の出現率(宮庄川)

樹　　　種 剌o　　　現　　　率 

600m未満. �｢ﾓ����へ′1000 �����ﾘ決�2�

有 亅���6���8��44(51う 鉄ｃcｒ�47(・54) 澱�#���

ミズナラ �2�#2��15(30) ��ﾈ��#RイR��4(49) 

ブ　　ナ 澱��b��10(13) 途��2��3(21) 

用 �4�����8｢�6(23)、 唐�#R��6(26) 唐�#���
カエデ類 湯��b��2(2) �"��B��3(11) 

、広 ��X4ｨ987�}��0(0) ���"��3(10) 迭�#2��

サクラ類 �2�8�ｒ�2(4) �2ヲ��3(10) 

襲 �7ｸ4�6ﾘ4ﾂ�3(6)、 �������1.(9) �2�����
シナノキ・ ��窿���0(2) ������3(8) 

樹 �4�8ｸ7驀��3(10) �"ィ��d(0) �2�2��

その他 ��B�#2��1(11) �"ゅ"��5.(8) 

合　　計 当ﾈ��ﾒ�98　　- 涛x����ﾒ�96　　- 

∴驚∴ �5h6i}��3(10) �����停�2(.3) �"�"��
その他 澱��鋳�2(19) 鳴��B��b�2(14) 

合　計 祷����ﾒ�-　2　　- 俣8����ﾒ�4　　- 

衰-20　斜面方位別の材積最多樹種の出現率(宮庄川)
%

出　　　　現　　　　率

.北 ���m2�西 

コ　ナ　ラ �#R�#r停�35(45) 鼎ｃSb��

ミズナラ �#2�3B��16(32) �#r囲ﾓ鋳�

ブ　　ナ 唐窿#2��・16(21i) 澱�����

ク・リ. 唐�#2��10(20) 　l,・ 釘�#鋳�

カキデ類 澱��,ﾂ�5(16) 鳴�����

カ.ンバ類 釘��R��5(15) ���2��

サクラ類 釘モ��2(7) 釘モ��

ホオノキ �"ィ��3(10) ��ビ��

シナノキ �"�"��2(4) ���8�ｒ�

クルミ類 �"ィ��0(2) 釘ィ��

その他 唐��B��4(10) �"ィ��

合　　計 ��S�(�����98　　- 涛h����爾�

音　シデ類 �"モ��0(7) 釘ビ��

その　他 澱�#ｒ�2(11) ��S��R�����

合　　計 嶋����ﾒ�2　　- 滴�bﾒ�

有

用

広

葉

樹

51(59)

21(36)

6(10)

8(23)

2(6)

2(12)

2(6)

2(17)

2(4)

0(2)

2(8)

98　　-

0(0)

2(17)



尾根に多く分布する傾向があると考えられる。

斜耐排日にみた材磁最多樹種の出現率を表
-22に示した。

有用広築寿勤ま、複合斜面、平坦地で100

%と出現が多い頓岡がある。樹種別にみると、

下降斜面では、コナラ生8%が殻も多く、ミ

ズナラ24%、ブナ8%が多い。平衡斜面で

は、コナラ42%が最も多く、ミズナラ19

%、ブナ10%、クリ8%が多い。.上昇斜面

では、ミズナラ31幼が最も多く、コナラ

28%、ブナ10%が多い。複合斜面では、

コナラ45%が蕪も多く、ミズナラ21%、

ブナ12%、クリ9.%、カエデ類6%が多い。

平坦地では、コナラ63%で最も多く、ミズ

ナラ13%、クリ8%が多い。ホオノキは、

上昇斜面で多い傾向がある。クルミ類、シデ

類は、下降、平衡斜面で多い傾向がある。

傾斜角別にみた材横最多樹種の出現率を表
-23に示した。

有用広葉樹は、.傾斜の緩い地域で多い傾向

がある。樹種別にみると、100　未満では、

衰-21斜面位罷別の相接最多樹種の

出現率(宮庄川)

樹　　種　十二

出　　現　　率

I二子ヨ　　伸幸 �+X�ｴ���ﾙ����������X�����

有 用 �5(��6���8��27(39) �ｨ耳耳耳耳�ﾒ�C"イｘ�3c�ツR��

ミズナラ ��ﾂ�"イ鋳�1。(37)信(41) 

ブ　　ナ 途��r��10(16)　3(3) 

ク　　リ �2��ｒ�了(23).10(34) 

カエデ類 ����"停�6(12) �������

広 �4ｨ987�}��7(12) ����閲鋳�3(20) 
サクラ類 ���2��3(i8)・ �2�2��

欒 �7ｨ4�6ﾘ4ﾂ�3(8) �"�����0(7) 

シナノキ ������2(4) ������

・樹 �4�8ｸ7驀��3(3) 綿�ｃ2��3(3) 

その他■ �2ッ��?(12) 滴*紕��

合　　計 涛X��ﾒ�96　　- ������ﾒ�

∴薫 �5h6i}��0,(3) �"ビ��0,(0) 

その他 ��SR�3���2(.13)・ 偵������

合　　計 ���������∴生　- ����ﾒ�

表-22　　斜面形別の材積最多樹種の出現率(冨庄川)

樹　　　種 剌o　　　　現　　　.率 

下　降 兌ﾘ��ﾗB�上　昇 兒���ﾘr�平坦地 

有 �5(��6���8��48(60) 鼎"イr��28(38) 鼎Rゴ���63(68) 

ミズナラ �(ﾛb�3b��19(38) �3�イR��21(42) ��2�3r��

ブ　　ナ �*ｲモ��0(15) ����#B��12(15) ��コ��

用 �4�����8｢�4(24) 唐�#B��5(15) 湯�#B��8(40) 
カエデ類 烹�ｒ�4(9) �2��鋳�6(12) 又��S���

広 �4ｨ987�}��0(8) �"�����3.(6) ��ゅ2��4(28) 

サクラ類 滴�h�b��"��§(9) �2コ��3(6) ������

葉 �7ｨ4�6ﾘ4ﾂ�0(4) ��コ��5(17) ����R��0(5) 

シナノキ ������　2(5) 1 ���"��0(0) 釘ィ��

樹 �4�8ｸ7驀��4(4) ����2ィ��b(2) ���2��0・(0) 

その他 釘��"��1(7) l 度�b��"��4(8) 唐モ��

合　　計 涛h����ﾒ�-95　二 涛X����爾�100　　- �����

舞 鶴 �5h6i}��4(互) �2ヲ��0(3) ���2���0(0) 

そ　の他 ���#���2(18) 迭��"��i　o(18) ��コ��

合　　計 滴����ﾒ�○　　　- 店��ﾓｳ���ﾒ���������ﾒ�

ー2　8-



表-23　傾斜角別の材積最多樹種の出現率(宮庄川)
%

樹　　　　種 剌o　　　　　　現　　　　　　率 

10。未満 蔦#��一-30 �｢ﾓC��400以上 

有 �5(��6���8��57(77) 田�ツR亦�41千50) �3rイ2��27(29) 

ミ　ズナ　ラ �#�イ鋳�18(28) �#"�3r��21(39) �3�ゴ���

ブ　　　ナ ������2(9) ��2�#���13(21) 湯��B��

刷 広 �4�������8｢�7(19) 途�3R��7(18) 途�"絣��5(19) 
カエデ類 ������2(12) ��ヲ��5(11) 苓��r��鋳�

カンパ類 佻ﾒ�)�b��0(10) ��づr��3(7) 迭��"��

サクラ　頸 ������5(15) �"ィ��3(8) �"ィ��

襲 �7ｨ4�6ﾘ��4ﾂ�0.(8) �������2(17) �"ビ��2(4) 

シナノ　キ ������2(2) ���"��2(4) ���"��

樹 �4�8ｸ7���}��0(0)’ �"コ��4(4) ���"��2(2) 

そ　の　他 ��������0(2) 迭��R��2(4) 澱��b��

合　　　計 ��������ﾒ�98 涛b�95　　- 涛R�
‾珪 怒 ��h5h��6h��}��:0(P) ���2��2(2) �"ビ��2(li) 

そ　の　他 ���)｣"��2(4) �"��R��3(22) �2��r��

合　　　計 ������ﾒ�2・ 釘�5 迭�

表-24　最深積雪深別の材積最多樹種の出現率(冨庄川)

樹　　　　霞 剌o　　　　　　現　　　　　　率 

1.Om未満 窒ﾔﾃR�-2.5 �"綏ﾘ決�2�

き　コ　ナ　ラ �71(86) 鉄���ツ2��ﾂ�31(39) 滴��ィ��

有 用 脇 �7���5�6���8��3(9) ��H���3b��26　(47) 鉄B窿s���ブ　　　ナ ����ﾃ���4(6) �����ｒ�25　(42) 

ク　　　リ 湯イ���4(23) 嶋�R�#"��4　(8) 

カエデ類 ���b�2��0　(6) 佻ﾘ�������4(26) 

カンパ類 �8��ッ��4　(10) �(��ビ��4　(35) 

サク　ラ　類 澱ッ��2　(8) �8��モ��0　(0) 

築 �7ｨ4���6ﾘ��4ﾂ�3(9) ����ッ��2　(10) ��������

シナ　ノ　キ ���,ﾂ�2　(4) �"ィ��0　(0) 

樹 �4�8ｸ��7���}��0(0) �"ィ��2(生) ��������

そ　の　他 迭��B��3　(3) 滴�������1　5(5) 

合　　　計 �����94 涛R�1100 

鸞 �5h��6h��}��0(3) �(��モ��2　(6) ��������

そ　の　他 又����#2��4　(23) �8����2��0　(9う 

合　　　計 ���6 迭�0 
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コナラ57%が最も多く、ミズナ

ラ21%、クリ7%が多い。10

-200　では、コナラ60%が最

も多く、ミズナラ18%、クリ7

%が多い。20へ300では、コ

ナラ41%●が最も多く、ミズナラ

22%、ブナ13%、クリ7%で

ある。30・-40oでは、コナラ

37%が最も多く、ミズナラ21

%、ブナ13%、クリ7%である。

40?以上では、ミズナラ30%

が最も多く、コナラ.27%、ブナ

9%、カエデ類7%である。コナ

ラは、傾斜が緩い地域で多い傾向

が認められる。ブナ、カエデ類、

ホオノキ∴シデ類は、傾斜が急な地域で多い

傾向を認める。

最深積雪深別にみた材積最多樹種め出現率

を表-24“●に示した。

.有用広築樹種は、最深積雪深1.0.m未満、

2.5m以上で100%の出現率である。樹種

別にみると、最深横等深1.Om未満では、コ

ナラ71%と多く.を占め、クリ9%が多い。

最深積雪深l.0一二1.5mでは、コナラ51%

と股も多く、ミズナラ14%が多いe・最深蹟

図-17　樹種分布による地域区分

表-25　材積最多樹踵の地域分布

宮庄川南部 亶ｸ泚�ﾉfｹ�ﾉYB�常圧川北東部 

コ　ナ　ラ　62 ��H7�5�6�8���#b�ミズナラ　32 

ミズナラ’12 �5(��6���8���#"�コ　ナ　ラ　27 

ク　　リ　8 �7X����6���#��ブ　　ナ　8 

サクラ類　4 �4ｨ4x6i}�����i ’カンパ類　5 

ブ　　ナ　4 �4�����8ｨ��r�ク　　リ・5 

数字は、材積最多である樹種の出現率

電探1.5-2.5mでは、コナラ31%が蝦も多く、ミズナラ・2∴6’%、ブナ11%、クリ8%である。

最深積雪深2.5m以上では、ミズナラ54・%で最も多く、次いで∴ブナが25%と多い。コナラは、

毀深積雪操が浅い地域で多い傾向があり、2.5ni以上では急激に少なくなる。ミズナラ、ブナ、カエ

デ類は、・最深横雪潔が深い地域で多い傾向がある。

2.2■樹種分布による地域区分

調竃医ごとに授多坪磯である樹種の出現率から、図〇17に示すとおり富庄川森林計画区を3地域

に区分できる。

3地域は、常駐川簡部、宮庄川北西部、宮庄川北東部である。宮庄川南部は、高山市、大野郡丹生

川村、樽見村、沌川村、宮村、吉城郡古川町、閏府町の匪域である。宮脇I此西部は、大野郡白川村、

吉城郡河合村、割I肘の区域である。宮庄)冊ヒ東部は、吉城郡神岡町、上宝村の区域であるこ

3出城の材積毀多樹鰹の出現率を嚢-25に和した。

富庄川南部の商機最多梅稲の出現率は、コナラ62%と半分以上を占め、ミズナラ12%、クリ8

%、サクラ類、ブナ4%である。この地域の特色は、コナラが半分以上出現することである。地形は

緩いところが多く、最深擬雪深l.0〃?未満が約30%と横雪の少ない地域で、内陸性気候の強い地域

である。

富樫)旧ヒ西部の材横数多樹種の出現率は、ミズナラ26%.が鼓も多く、コナラ22%、ブナ21%、

カエデ類8うんクリ7%である。この地域は、ミズナラ、コナラ、ブナの出現率が21-26%でほ

ぼ同じである。上聞多は急峻で、最深積雪深2.5m以上の地域が約半分を占める豪雪地帯である。
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富庄川北東部の相接最多樹種の

出現率は、ミズナラ32%が最も

多く、iコナラ27%、ブナ8%、

カンパ類、クリ5%である。この

地域の特色は、ミズナラとコナラ

が約30%を占めることである。

地形は比較的急で、最深積雪深

1.On2以上がほとんどを占めるが

2.57n以上は民有林では少ない地

域である。

2.5　有用樹種の出現状況

有用樹種の説明は、∬一2.3の

とおりである。有用樹種の材敬割

合別の出現状況を表-26に示し

た。富庄川森林計画区の有用樹種

の材讃割合は、非常に多く、材横

割合100%が30%出現し、材

横割合80一-100%でも52%

出現する。

有用樹種の本数割合別の出現状

況を嚢-27に示した。

全体では、有用樹種の本数割合

100%が17%あり、60%以

上の合計で75%を占める。表-

12の揖斐川,藤林計画区の場合に

は、本数割合60%以上が15%

であることから、宮庄帖藤林計画

区の有用樹種の本数割合は極めて

多いと考えられる。立木相接別に

みると、有用樹種の本数割合100

%で、立木村瀬が少ないところで

出現率が多い傾向にある。上層木

の平均胸高薗径でみると、有用樹

種の本数割合60%未満の出現率

が平均絢高徳径の大きいところで

多い傾向があり、本数割合100

%の出現率が平均胸高瞳径の大き

いところで少ない傾向がある。有

朋闘纏の本数割合を立地条件から

みた場合には、特に明らかな傾向

が認められなかった。

壇径階別に有用樹種の本数割合

を閑-18に示した。

表-26　有用樹種の材積割合別の出現状況

(宮庄川)

旬用樹種の 材積割合 田�Yj)i��一-80 蔦����100% 

出現率　% 澱�12 鉄"�30 

宏一27　有用樹種の立木本数割合別の出現状況

(冨庄川)

有用樹種の本数割合 �60%未満 蔦���一-100 ����R�

全　　　体 �25 �#B�34 ��r�

立 木.. 材 積 鉄�ｵX.ｦ�¥Hｭ��29 �#��13 �#��-100 �6ﾂ��12 �3��27 

一-150 ��c���I　31 �3R�15 

-20　0 �#R�29 �#��18 

2007)楊a以上 ��#b���21’ 鼎��4 

葛 艶 径蚕 ����m����2l 俣�B�36 �#��
へ15c枕!20 　　l �21 �3R�24 

一-20肋 �3��28 �3b�6 

20鋤以上 曝���"�35 ��S#��5 

憲重要蓋世

上層木の

平均胸高直径
・〇〇一10(8-12)α脇

費--X15(13~17)

°--一一　20(18へ22)

’△一一△25(23へ27)

〇一一七　30(28へ32)

4-10　~.20　-30　●　一-40　40c桝以上

胸　高　憤　径　階

図-18　上層木の平均胸高噂径別の有用樹種

本数割合(宮庄川)
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有用樹種の本数割合は、憤径階4へ10鋤では、上層木の平均胸高壇径によりバデッキが大きい。

壇径階10cm以上では、上層木のどの平均胸鼠宣径も約80%以上の本数割合でバデッキが少ない傾

向がある。胸高腱径階4へ10帥こおいて、有用樹纏の本数割合は、上層木の平均胸高薗径10c初で

約70%と娘も多く、上層木の平均胸高随径が大きくなるに従って減少し、30cmで約30%と下が

っている。このことは、裳-27で上腐木の平均胸高直径が小さいほど有朋樹種の本数割合が減少す

ることが、全ての胸高暗径で起こるのではなく∴4へ10鋤の小径木の本数割合で起こっていること

を示している。即ち、上腐木の平均胸菌随従か大きくなれば、上腐本の有用樹種本数割合は多いまま

であるが、下廟の小径木では有用樹種本数割合は減少する。騨勘廿緋計廟区の広築樹縮ま、魂柱聾

い林分が多いが、将来、伐期になり上層本が大篠本になれば下層木の有用樹種が減少することになる。

従って、揖斐月憐林計樹医と同様、広築樹大役木の収獲時には、少なくとも′官用樹種を更新させるに

は、適切な施薬が必要である。なお、上鳳本の平均腕前唾径が増加した場合、下層木で有用樹種割合

が低下するのは、大部分の有用樹種は耐陰性が小さいためと考える。

2.4　生長経過

林令と立木材横の関係を図一19に示した。

調蜜杯分の林令は、4-144牢である。10-60隼で83%の大部分を占める。立木材積は、

0-473研/庇である。400mンhaを越える林分は、5林分あり、コナラ林が2杯分、ブナ林が

3林分である。5杯分の特色は、上層関南が約20mと高く、上層木の平均胸高厘径が20-65c桝

で、胸高直径の大きさの割には立木密度が勘、林分である。平均的な立木材積の生長経過は、林令

20牢80諦//7a、40牢150m’/h`7、60牢205?n’/ha、80年240n〆/方a、100年260

M/haである。土壌壇でみると、B。は、B。、B。(d)よりも生長がわずかに悪い傾向がある。

木　　300

樟

0　　　　　20　　　　40　　　　60　　　　80　　　100　　　120年

林　　　　　　　　　　令

図-19,立木材積の生長(富庄川)
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スギ(5)、ヒノキ(6)、カラマツ人工林(7)の生長連と比較すると、岐阜県における多寄地域、

3タ000本/ha植栽、地位級5のヒノキの約80%、ス羊の約55%、2,500本/ha植栽、地位級

5のカラマツの約65%である。

林令と上層木の平均樹高との関係を関-20に示した。

上層木の平均樹常は、3.0-24.77〃である。樹轟20nl以上の林分は、コナラ、ブナ林が多い。

平均的な樹高生長経過は、20隼8.0初、40年12.27〃、60隼14.6m、80年16.5n~、100

隼18.0mである。ヒノキの樹轟生長と比較すると地位級4と5の中間程度である。スギの地位級5

と比較すると、約80%である。カラマツの地位級5と比較すると約70%である。

林令と上層木の平均胸高龍径との関係を図-21に示した。

林令と上層木の平均胸高直径は、比較的相関が高く、相関係数0.8089、固燐式解D=8.0086

場Y」-0.8247　である。

胸高随径の分布は、4.0-65.3鋤である。胸高直径30飾以上の林分は、ブナ林だけである。平

均的な胸高喧径生長の経過は、20軍8.8c郷、40年15.5a卑　60隼21.5an、・80年27.0の上

100牢3l.5c勅である。ヒノキの地位級5と比較すると言海40年まではヒノキめ生長が良いが、

その後は広築樹林が良くなる。80年の広葉樹杯は、ヒノ羊の155%に遵する。スギの地位級5と

比較すると、約70%の生長である。カラマツの地位級5と比較すると、約40年まではカラマツの

生長が良いが、その後は広築樹林が良い。80年の広築樹林は、カラナンの130%に達する。

伍長経過を飛翳川(12)、木鴬月i(13)、揖斐川辞林計画区と比較すると、富庄月鷹林計画区の立

木材積、樹高生長が最も良い。胸菌碗径は、飛躍用とほぼ等しく、木曽月はり良く、揖斐月はり悪い。

平　　20

0　　　　・20　　　　　40　　　　　60　　　　　80　　　　100　　　　120年

林　　　　　　　　　　　　　令

図一20　上燭木の樹高生長　(富庄川)
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0　　　　　20’　・40　　　　　60　　　　　80　　　　100　　　　1、20毎

林　　　　　　　令

図一21　上層木の胸高憤径生長(富庄川)

0　　　10　　　　20　　　30　　　　40　　　　50　　　　60　　肋

平　均　胸　高　直　径

図-22　上層木の樹高と胸高直径(官庄川)
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2,5　林分構造

上麿木における樹高と胸高直径との関係を図-22に示した。

平均的な樹南と胸高直径との関係は、胸高喧径10肋で樹高9.Om、形状比9’0、胸高直径20鋤

で14.5m、形状比73、胸高蘭径30cmで18.2nl、形状比61、胸高直径40肋で20.4m、形

状比5l、胸高喧径50鋤で21.8〃仁形状比44である。形状比は、揖斐川森林計画区よりも5へ

10高く完満である。

上層木における立木材積と胸高断面積との関係を図-2、3に示した。

上層木における立木材積と胸高

断面積は、非常に密教な関係で、

柏関係数0.9054である。回帰式

は、匂Ⅴ⊆1.2768侮S′十0.4054

である。回帰式は、胸高断面積10

海aで立木材積48〃レ偽a、20?タグ

/haで117履布a、30励aで

196nク偽a、40nク/haで282m/

haである。

上層木における立木材積と穂高

との関係は、栖関係数0.7672、

回帰式解Ⅴ′二l.4195物H十

0.5713であった。上層木におけ

る立木材横と胸高贋径との関係は

相関係数0.6818、回帰式菊Ⅴ⊆

0・8394華D+1・1283●であっ

た。上層木の立木材横は、胸高起

径よりも樹高との栖関係数が鼠ぐ:

樹筒とより蜜鞍な関係にあった。

上層木における立木密度と樹高

立

4　　6　810　　　　20　　　40　60　8・0100　坊/ha

胸　高　断　面　積　合　計　　　S′

図-23　上層木における立木材積と胸高断面積

(宮庄川)

R=-0.7290

勾H=-0,2692匂N′十l:907l

500　　1.000 5,000　　10,000　本/ha

立　木　醇　度　　　N′

図-24　上層木における立木蜜度と薗高.(富庄川)
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0　　　　　　　20 亀0　　　　60　　　　80　　　　100　　　120箪

林　　　　　　　令

図-25　上層木における立木密度と胸高瞳径(宮庄川)

の関係を図-24に示した。

上層立木密度と穂高とは、比較

的相関が高く、相関係数一0.7290、

回帰式菊甘二二0.2692偽N′十

l・9071である。回帰剥よ、樹南平

8niで立木密度5365本/ha、12　均

数、

5,000

4,000

mでI190本/ha、16mで409　立　3,000

本/h。、.20n2で178効aである。木

脚本における立木鮮度と胸高奈2,000

喧径との関係を図-25に示した。

上層立木密度と胸高彊径とは、

相関が高く、柏関係数-0.9017、

回帰式場D二二0・5004物N′十

2.7001である。回帰式は、胸高

随従10cmで立木密度2,497本/

ha、20鋤で625本/ha、30

鋤で278本/haである。

10　　　15　　　　20　　　　25　　　　30　c初

(9へ11)(13-17)(18-22)(23-27)(28へ32)

上層木の平均胸高直径
図二26∴上層木の平均胸高腫径階と立木本数(宮田口)

上層木における立木轡度と樹高、　　　子

胸融‡径の関係は、飛躍用、木削=、揖斐川謙林計画区に比較して、同じ樹商、胸融高楼でも立木軽

度が轟く、冨荘川辞林計画匿の広轢樹林は審な林分とみなすことができる。

上燭木の平均胸高僅径と今立本本数(胸離艦4一鋤以上)、有用樹種立木本数、上層立木本数の関

係について、図-26に示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

上閻本の胸高随従10脇で会せ木本数3827ん/ha、・有用樹擁立木本数2878あ//まa、上層立木本数

2089尋シ侮、廟鞠曖径20肋で1695本/存a、1129本〃a、463オシ偽a言胸高悌径30鋤で1591本

/ha、772本/偽a、192本/イ!aである。胸高随従20・α以上では、全体の立木本数の変紬ま少ない

が、有用樹種と上層木の立木本数は減少し続け、両者の減少数はほぼ同数である。

-3　6-

0

　

　

　

　

　

　

　

0

　

　

　

　

　

　

　

0

　

　

　

　

　

　

　

0

平
　
均
　
的
∴
商
∴
幅
　
径



随従階別の材積最多樹種の出現状況を表-28に示した。

胸高駐径10cm未満では、コナラ54%、ミズナラ19%、サクラ類6%である。10→15cmで

は、コナラ56%、ミズナラ17%、クリ、カンパ類6%である。15へ20cmでは、ミズナラ30

%が投も多く、クリ14%、ブナ12%である?20-25鋤では、コナラ33%で最も多く、ミズ

ナラ27%、ブナ、カエデ頒10%、シナノキ7%である。25→30肋では、ミズナラ29%で最

も・多く、ブナ19%、コナラ、クー)14%、’クルミ数10%である。30鋤以上では、全てブナであ

る。胸前庭径15c初未満では、コナラが約半分、ミズナラを加えるとシ句を占める。両樹種は、シイ

タケ原本に使用でき、シイタケ原本適寸の広築樹林には、適樹種の分布が多いこととなる。小径木杯

により多く出現する傾向の樹種は、コナラ、カンパ類、サクラ類、ホオノキである。大径木杯により

多く出現する傾向の樹種は、ミズナラ、ブナ、シナノキ、クルミ類である。

2_6　Y-N曲線

Ⅱの2.6で述べたC-D定規との適合度は、誤差10%未満で45%、誤壁10へ20%で27・%、

誤差20→30%で17%、誤差30%以上で11%出現した。C-Dとの適合性は、木蟹月麿林計

蘭区(18)より少し惑いが、揖斐月憐林計画区よりかなり良く適合する。

Y-N曲線から薗径臨別に収穫予想する場合に適用する等限界蘭径線、等平均喧径線を図-27、

28に示した。

等限界随従線、等平均随径線は、比較的よく適合している。

義一28　　恒径階別の材楼最多樹種の出現状況(宮庄川)
%

材積最多樹種 剌縺@層　木　の　平　均　胸　高　瞳　径 
10(海未満 �ｨ�Y��R�・-20cm 蔦#V6ﾒ�→30鋤 偵3�6ﾘ決�2�

有 用 �5(��6���8停�54 鉄b�28 �32�14 ���

ミズナラ ����17 �3��27 �#��0 

ブ　　ナ ���、4 ��ﾎ��10 ����100 

ク　　リ 迭�6 ���cB�-0 ��B�0 

カエデ類 ���3 �"�10 �����0 

広 �4ｨ987�}��“3 澱�0 ���Oi ���

サクラ類 澱�3 ���3 ���0 

葉 樹 �7ｨ4�6ﾘ4ﾂ�3 鳴�2 ���0’ ���

シナノキ ���0 ���7 迭�0 

クルミ類 ���1 ���3 ����0 

その他・ �"�2 ����4 釘�0 

合　　計 涛2�99 涛��97 涛R�100 

姓 籍 �5h6i}粐�3 鳴�0 ���5 ���
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合　　計. 途�1. �"�3 迭�0 
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ま　　　と　　　め

輯斐川鷹林計画区の広葉樹林について、広葉樹賦存状況調査資料から検討した結果、次のとおりで

ある。

1調査林分・ごとに材積最多樹種の出現状況をみると、有用広葉樹麗75%、井高閏広葉闘重25%占

める。樹種別では、コナラ82%で最も多く、.次いで、ブナ類、ミズナラ、カエデ類、シデ類7%

が多い。

2　材横最多樹種の分布に対する立地環境の影響は、標高と最深韻書深が大きい。標高800n7未満

ではコナラが多く、これ以上ではブナ類、ミズナラが多く分布する。授深積雪深2.5m未満ではコ

ナラが多く、これ以上ではブナ類、ミズナラ、カエデ類が多く分布する。

3　材横最多樹種の出現状況から地域区分すると、揖斐川楠部、上石津、揖斐川北部、徳山の4地域

に区分できる。.

4・有朋樹種の割合は、上層木の胸高随径が大きくなると増加する傾向がある。しかし、上層木の胸

30　　2010 40　十　〇　。○ 澱��ｸ���ﾂ�
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d▲人事I∴巨。・ ∴▲重義〇・訪華塁 ��)Lｸ齎���b�
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図-27　等限界喧径線(富庄川ロ
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高垣径が大きい林分でも、林分内の小径木では有用樹種の割合は少なら

5　揖斐月儀林計画区の平均的な広葉薗林の生長は、60年生で立木材積155nt/ha、上層木の平

均樹粛12.8m、上層木の平均胸高壇径23.5c脇である。

6　Y-N曲線を用いる場合のC-D定規との適合性は、10%未満の誤差に28%、10へ20%

に47%、20-30%に17%、30%以上に8%と比較的態かった。

宮庄川森林計画区の広葉樹林について、広築横賦存状況調査資料から検討した結果、次のとおりで

ある。

1調査林分ごとに材積最多樹種の出現状況をみると、有用広葉樹は96%で非常に多い。

2　材績最多樹種の分布に対する立地環境の影響は、標高と最深積雪操が大きい。撰高1000m未

満ではコナラが約半分を占めるが、これ以上ではミズナラが糠も多い。最深積雪深2.5ni未満では

コナラが最も多いが、これ以上ではミズナラが鼓も多い。

3　材韻最多樹種の出現状況から地域区分すると、営庄川商都、宮庄川北西部、宮彊用北東部の3地

域に区分できる。

4　有用樹種の割合は、どの林分でも非常に商いが、胸高薗径の小さい立木では非有用樹種が多くな

180 + 　▲ 　章 鉄�C�3��c#B�c��｢��｢����｢���ｸ�ｸ�ﾈ�2�ﾋ靼ﾈ*ﾘｯB���｢�(X�(ﾙ��h�ｯ��蓼ﾋ餒ｨｸhｵｹT｢��ｸ�ｳ����芝0 具か十6 重 義千〇12 書°○ 
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〇　・も▲▲　〇　　　　　〇〇 ��｢��ｨ�｢��｢�����ｻ俘(ｩﾈﾆ��
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図-28　等平均薗径線(富庄川)
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る。

5　宮庄川森林計画区の平均的な広築樹林の生長は、60年生で立木材嶺205?タグ/ha、上層木の平

均樹南14.6m、上層木の平均胸商憤篠21.5c偽である。

6　宮庄川森林計画区の林分は、飛繁用、木曽川∴揖斐川森林計画区に比較して、樹雷、胸高壇径に

対する立木緯度が商い。
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